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「HPE Edge-to-Cloud ソリューションの販売」認定コースをご受講いただきありがとう ございます。

コースマップ
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このコースは 5 つのモジュールで構成されています。モジュール 1 では、企業がデジ タルトランスフォーメーションによって動かされる市場で生き残るだけでなく成功を収 めるのに必要とされる、データファーストのモダナイゼーション戦略の導入を HPE が どのようにサポートするのかを見ていきます。モジュール 2 では、お客様のデータ ファーストのモダナイゼーションの基盤となる HPE ストレージおよびデータ保護ソ リューションを紹介し、モジュール 3 では、企業がデータから真の価値を得るのに役 立つ HPE データ分析ソリューションに焦点を当てます。モジュール 4 では、お客様の 取り組みを推進する処理能力を備えた HPE コンピュートソリューションを取り上げ、 最後のモジュール 5 では、お客様が探し求めている、モダナイゼーションを加速させ る革新的な as a Service ソリューションを提供する HPE GreenLake を紹介します。


モジュール 1: HPE の戦略とイノベーション
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企業はかつてないほど多くのデータを生成しており、拡大を続けるデータストアから 競争力の向上につながる価値を引き出すことを強く求められています。モジュール 1 では、企業が成長を促進して業界におけるリーダーシップを獲得するのに役立つ、 データファーストのモダナイゼーション戦略の導入を HPE がどのようにサポートする のかを見ていきます。

トピック 1: デジタルトランスフォーメーションが今も重要な理由
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トピック 1 では、デジタルトランスフォーメーションと持続可能性に関する取り組みを主 導する企業が得ているメリットを確認するとともに、そうした取り組みで後れを取って いる企業が先を行く企業に追随するために克服しなければならない障害について考 察します。

広がりつつあるデジタルトランスフォーメーションの格差
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デジタルトランスフォーメーション (DX) に対する投資は大幅に増えており、IDC 社に よると、2022 年の全世界の DX への支出は、2021 年から 17.6%増となる 1 兆 8,000 億ドルに達しています(IDC 社、『全世界のデジタルトランスフォーメーションへの投資 に関する予測』、2022 年 5 月 12 日)。

このように DX への投資が増えているのは驚くことではなく、Gartner 社は「組織はビ ジネスとビジネスの未来を守るために、デジタル化を進めて加速させる必要がある」 と説明しています。また企業はこのような新たな現実を受け入れているように思われ、 Gartner 社の調査によると、企業の 91%が何らかのデジタルイニシアチブに携わっ ているうえ、ビジネスリーダーの 87%はデジタル化が優先事項であると述べています (Gartner 社、「Gartner がデジタルビジネストランスフォーメーションの疑問を解消」、 2021 年)。

驚くべきなのは、DX イニシアチブに注力していることが明確であるにもかかわらず、 多くの企業が目標を達成できていないということであり、DX の取り組みを主導する企 業とそうした取り組みで後れを取っている企業との間で (企業の全体的な成功で示さ れる) 格差が広がりつつあります。

Accenture 社は、最近の調査で 20 の業界と 25 の国の経営幹部を対象とした 2019 年と 2021 年の調査の結果を比較し、COVID-19 によってテクノロジーの導入速度が 上がったものの、すべての企業で同じような状況ではなかったということを明らかにし ました。Accenture 社は、調査を実施した組織の上位 10%をデジタルトランスフォー メーションの取り組みにおける「リーダー」としており、同社によると、リーダーは 2020 年から 2021 年の間にテクノロジーへの投資を倍増させています(Accenture 社、『飛 躍と主導: イノベーションと成長のためのテクノロジー戦略』、2021 年)。

その一方、同社は調査を実施した組織の下位 25%を「ラガード」としていますが、ここ でもデジタルトランスフォーメーションの取り組みにおける相対力が基準となっており、 ラガードはパンデミックの中でイノベーションに注力するためではなく、「自社の運用 を維持するためだけに」新たなテクノロジーに投資しています(Accenture 社、『飛躍と 主導: イノベーションと成長のためのテクノロジー戦略』、2021 年)。

Accenture 社は、リーダーの進捗とラガードの進捗を比較するために 2019 年と同じ モデルを使用し、2019 年はラガードと比較してわずか 2 倍だったリーダーの成長速 度が 5 倍になっていることに気付きましたが、これについて同社は、ラガードは「遅れ を取り戻す」のに忙しいため、より一層差が開いていると指摘しています(Accenture 社、『飛躍と主導: イノベーションと成長のためのテクノロジー戦略』、2021 年)。

リーダーの認識
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では、リーダーはどのような認識を持っているのでしょうか。このようなリーダーは、 データが次世代の運用モデルとビジネスモデルを稼働させるのに欠かせない原動力 であるということ、そして成功を収め続けるには、データ管理について理解することが きわめて重要であるということをわかっています。そのような知識を持つリーダーは、 他者より先にデータ管理の合理化に投資してデータファーストを実践しており、そうす ることでデータから、次のようなあらゆる点で役に立つ有益な情報を引き出していま す。

たとえば、リーダーはデータの有益な情報を活用することによってあらゆる場面で優 れたエンドユーザーエクスペリエンスを実現できますが、前述の Accenture 社の調査 によると、DX イニシアチブに携わるリーダーの 66%は、(ラガードがわずか 48%であ るのに対して) ユーザーにとって新しい有意義なエクスペリエンスを積極的に創出し ています(Accenture 社、『飛躍と主導: イノベーションと成長のためのテクノロジー戦 略』、2021 年)。

またデータの有益な情報は、情報に基づく意思決定の速度を向上させることで企業 に大きく貢献します。有益な情報は、企業がプロセスを自動化または改善する場所と 方法をすばやく特定するのに役立ち、お客様の購入のエクスペリエンスを短時間で 向上させることを可能にします。

データの有益な情報を活用することにより、企業はさまざまなパターンを明らかにし て分析し、「先を見据えて」将来の成果を予測できます。

問題の核心
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HPE は、データが存在する場所を問わず企業がデータファーストのモダナイゼー ション戦略を取り入れられるかどうかによって DX イニシアチブの成否が決まると考 えています。企業が成功を収めるには、オンプレミス、クラウド、エッジなど、あらゆる 場所のデータの有益な情報にリアルタイムで簡単にアクセスできなければなりま せん。

ただし、次のようないくつかの障害が企業によるデータの活用を妨げる原因になる可 能性があります。

第 1 に、データは整理されていません。組織のあらゆる場所でまとまりのないデータ サイロを生み出す、無秩序に広がった複数世代の IT システムに散在しているため、 企業はデータを有効活用することに苦慮しています。

第 2 に、データの価値は多くの場合に活かされていません。ビジネスクリティカルなレ ガシーシステムと断片化されたモデルは、資産としてのデータを過小評価する時代 遅れのパラダイムに基づいて運用されているため、データの価値を引き出すのは困 難です。

第 3 に、主にモノのインターネット (IoT) の急増によってエッジでかつてない速さで データが生成されていますが、特にリアルタイムでの有益な情報の取得と処理がき わめて重要であることが多いため、エッジで膨大なデータを分析するのは困難です。

第 4 に、企業は移行の問題に対処する必要があります。オンプレミスデータセンター、 共同配置施設、クラウド、エッジなどの環境間でデータを移動するのは複雑でコスト もかかりますが、アプリケーションを動作させたり、コンプライアンスを確保したり、ビ ジネス・アジリティを向上させたりするには、データを常にすばやく利用できる状態に しておかなければならないうえ、検証可能な形で保護する必要があります。

データファーストのモダナイゼーションは、データが存在するあらゆる場所で実現しな ければならず、そのためには一元化された運用モデルが必要となるため、データの 配置とポータビリティについて考えることが何よりも重要です。

重点のシフト
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データファーストのモダナイゼーションではまず、重点をシフトする必要があります。

今まで企業はインフラストラクチャに重点を置いてきましたが、それで何の問題もなく、 複数世代の IT のデータサイロを管理したり、手動のプロセスをデジタルによって自動 化したり、クラウドファーストの方針に従ったりしてきました。

しかし今日の世界で企業が成功を収めるには、インフラストラクチャからデータに重 点をシフトする必要があり、データ中心の考え方を取り入れてデータサイロを解消し たり、真のビジネス・アジリティを実現するためにあらゆる場所のデータを制御したり、 さまざまなデジタル環境でエクスペリエンスを差別化して組織全体の意思決定の速 度を向上させるのに役立つ、有益な情報を引き出そうとしたりしなければなりません。

企業は今日の競争環境で生き残るだけでなく成功を収めるために、データファースト のモダナイゼーション戦略を取り入れる必要があります。業務要件の変化に対応す るにはデータ管理を優先することが重要であり、それが競争を勝ち抜く唯一の方法と なります。

Enterprise Strategy Group 社が HPE とともに行った最近の調査は、データファース ト戦略を追求することで自社の IT とビジネスの両方に大きなメリットがもたらされると いう主張を裏付けています。ESG 社は、データファーストが最も進んでいる企業とそ うでない企業の属性を区別し、それらの企業の違いを数値化できる成熟度モデルを 作成するために、全世界の 750 社の企業を調査しました。調査対象となった企業の うち、データファーストリーダーの要件を満たしていた企業はわずか 13%でしたが、こ うした企業は競合企業に大きく勝っています。数ある強みの中でも特に、データ ファーストリーダーは対応が速く、市場での競争に勝つ可能性が 20 倍、収益目標を 10%以上上回る可能性が 11.5 倍高いという結果になりました(「今日のデータファー ストリーダーが一線を画している理由」、Enterprise Strategy Group 社の YouTube ビデオ、2022 年 1 月 13 日)。

持続可能性目標
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デジタルトランスフォーメーションと同じように、今日の業界で人気と競争力を維持す るには、ビジネスのあらゆる面で持続可能性の実現に取り組むことが不可欠となり つつあり、IDC 社の Bjoern Stengel 氏は、「企業の持続可能性は当たり前になった だけでなく、世界中の組織がビジネスを行ううえでの責務となりつつある」と説明して います(『IDC FutureScape: 2022 年の全世界の持続可能性に関する予測』、IDC 抄 録、2021 年 10 月)。

一般的に言うと、持続可能性は企業と環境の関係を指しており、持続可能性のスコ アが高い企業は、将来の世代のニーズを満たす能力を損なうことなく、自社の現在 のニーズを満たせるように環境を重視した事業展開に取り組んでいます。かつて自 然保護活動家の領域であると考えられていた環境への配慮は、企業の規範となりつ つあります。たとえば、HPE を含む米国の企業の約 97%が持続可能性プロジェクト を推進しており、HPE は世界で最もクリーンな企業の指標である Corporate Knights 社の 2022 Global 100 に名を連ねています(『持続可能性管理レポート: 米国の企業 における持続可能性管理の内情』、ROI Marketing Institute 社、2021 年)。

ただし、持続可能性の概念は、カーボンフットプリント、水の使用量、水を大量に使用 するプロセスの削減といった環境面の取り組みの枠を超えて広がっています。また 持続可能性は、企業が環境、社会、およびコーポレートガバナンスに関するデータを 開示することを指す、ESG (環境、社会、ガバナンス) 報告と密接に関連しています。

社会的報告は、企業と従業員、利害関係者、およびコミュニティの関係を示す手段で あり、企業がそれらのグループを責任を持って倫理的に扱うことで持続可能な関係 を築くという考え方です。

ESG のパフォーマンスの評価が高い企業は、投資家を集めたり、利害関係者に報 奨を付与したり、人材を引き付けたりできる可能性が他社より高く、実際のところ、投 資家の 85%は現在、企業の潜在的なリスクと成長の可能性を見極めるためのルー チンプロセスの一部として、財務以外の ESG の要因を考慮しています(「ESG の要 件: 財務部門のリーダーが考慮すべき 7 つの要因」、Gartner 社、2021 年 6 月 10 日)。また経営幹部の 83%は、ESG イニシアチブは収益性が高く、5 年後には現在よ り株主価値の向上に貢献するようになると考えています(「企業価値を高める ESG: 価値とパフォーマンスについての新たな観点」、McKinsey 社、2020 年 2 月 12 日)。

HPE のビジネスと ESG 戦略は表裏一体

HPE のビジネスと ESG 戦略は表裏一体の関係にあります。

以下に HPE がどのように ESG 戦略を実践して利益を得ているのかを示します。


▪従来の CAPEX モデルと比較して HPE GreenLake は 30%省エネルギー1

▪2020 年には 310 万の IT 資産を回収し、87%を修理調整によって再生 1

▪2050 年までにネットゼロ企業になることを公約

▪2020 年の純売上高の約 8 億 4,700 万米ドルが持続可能性関連のカスタマー エンゲージメントによるもの

▪HPE のポートフォリオの約 50%が持続可能性と IT 効率に優れている

▪Low-Carbon Patent Pledge に参画 HPE は、低炭素テクノロジーの導入を促進するために主要な特許をロイヤリ ティフリーで使用できるようにしました。また、Microsoft 社などの企業もこうした 特許の無償開放を宣言しています (https://www.hpe.com/us/en/newsroom/press-release/2021/04/hewlett-packard-enterprise-facebook-and-microsoft-grant-free-patent-access-for-low-carbon-innovators.html (英語) をご覧ください)。



(この一覧は HPE 社内の調査に基づくものです。)

学習チェック

企業がデータファーストのモダナイゼーションを導入しなければならない 2 つの理由 は何ですか(2 つ選択してください)。


	企業が収益目標を達成する、または上回るための唯一の手段であるため。


	企業が IT 予算を 10%削減するのに役立つため。


	企業がデータからすばやく有益な情報を引き出せるため。


	企業が業務要件の変化に対応できるため。


	企業が長期間保存する必要のあるデータの量が減るため。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

企業がデータファーストのモダナイゼーションを導入しなければならない 2 つの理由 は何ですか(2 つ選択してください)。


	企業が収益目標を達成する、または上回るための唯一の手段であるため。


	企業が IT 予算を 10%削減するのに役立つため。


	企業がデータからすばやく有益な情報を引き出せるため。


	企業が業務要件の変化に対応できるため。


	企業が長期間保存する必要のあるデータの量が減るため。




トピック 2: HPE とともにデータファーストのモダナイゼーションを 加速
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トピック 2 では、企業がデータファーストのモダナイゼーションを加速させることができ るようサポートする、HPE 独自のアプローチについて説明します。

データファーストのモダナイゼーションの 5 つの要件
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データファーストのモダナイゼーションの計画を立てるにあたり、お客様は 5 つの要 件を満たさなければならないと HPE は考えています。

第 1 に、データは中核的な資産であり、場所を問わず制御しなければなりません。企 業にはもはやデータセンターにデータをバックホールして後から分析する余裕はなく、 リアルタイムで有益な情報を得る必要があります。

第 2 に、データはあらゆる場所に存在します。これまでデータへのアクセスは限定的 な接続によって制限されていましたが、今では低コストで接続を確立してデジタルの 速度で運用することが可能なため、データはネイティブの場所からデジタルのスピー ドでアクセスできる必要があります。活用されていないデータは受け入れ難いデメ リットであり、データの移動はスムーズでなければなりません。

第 3 に、データには権利と主権があります。データの完全性を維持し、都道府県、地 域、国によって異なるデータ規制に準拠するには、その管理と保護が必要です。企 業が規制に準拠し続けるには、データに対する制御を維持し、データを制御している ことを証明できなければなりません。

第 4 に、将来性を考慮したクラウドエブリウェアモデルが不可欠です。このようなモデ ルにより、企業は常にデータとワークロードに最適な場所を柔軟に選択し、データサ プライチェーンを産業化できます。

第 5 に、データを一元化する必要があります。まったく異なる複数の運用モデルは過 去のものであり、今日の企業には、データの有益な情報の取得、ビジネス・アジリティ の実現、および成果の向上を容易にするための一元化された統合運用モデルが必 要です。

これ以降のモジュールで説明するように、HPE はこうした要件を満たせるようお客様 をサポートします。

HPE が選ばれる理由
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HPE は、独自のアプローチで企業のデータファーストのモダナイゼーションに関する イニシアチブの推進をサポートします。

HPE は「お客様に最適なクラウド」を提供しており、企業はもうクラウドに移行するア プリケーションを慎重に検討する必要はありません。HPE GreenLake は、企業のあ らゆる場所のアプリケーションとデータにクラウドエクスペリエンスをもたらすうえ、 エッジ、複数のパブリッククラウド、共同配置施設、オンプレミスなどの実行場所を問 わず、すべてのワークロードで一元的なクラウドエクスペリエンスを実現します。

また HPE は、企業があらゆる場所のデータを制御できるようサポートしています。最 高のビジネス成果が得られる場所にデータを保存できるため、企業は複雑でコスト のかかるデータ移行の必要性を最小限に抑えつつ、自由にデータにアクセスするこ とが可能です。企業のデータは地域を問わず常に保護と管理の対象となり、必ず目 的どおりに使用されます。

HPE は、企業が複数世代の IT を最新化できるようサポートし、信念と豊富な専門知 識を持つグローバルパートナーとして、企業の DX の取り組みを加速させます。エッ ジからクラウドまでの IT 運用とデータ管理の非常に困難な課題を数十年にわたって 解決する中で培ってきた深い知識と経験を有する HPE は、グローバルパートナーと ともに企業と連携し、実績ある手法でデータモダナイゼーションのアプローチの実現 をサポートしています。

HPE GreenLake: どこでも活用できるハイブリッドクラウド
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HPE は、お客様がどこでも活用できるハイブリッドクラウドを求めていることを理解し ています。「as a service」型デリバリは、クラウドをお客様の元に届けるエンジンのよ うなものです。データグラビティ、パフォーマンスや可用性に関する問題、制御の強化 を望んでいるなど、お客様がワークロードをオンプレミスで維持している理由にかか わらず、HPE GreenLake はオンプレミスにクラウドのメリットをもたらします。また、 HPE GreenLake とパブリッククラウドソリューションを統合することにより、お客様が 求めているハイブリッドマルチクラウドプラットフォームを構築できます。

HPE GreenLake の従量制課金モデルを利用すれば、企業はインフラストラクチャへ の投資を戦略的に進めながら、オーバープロビジョニングを削減して、毎月の支払い と 使 用量を 一致 さ せ る こ と が で き ます 。Forrester 社 の調 査に よると 、HPE GreenLake を併用するお客様は、このようにして総所有コストを 45%削減していま す。セルフサービスプロビジョニングとサービスプロバイダーの管理オプションを利用 することにより、企業はプロジェクトを推進してイノベーションに注力できます。市場投 入までの時間を 80%短縮して競争を勝ち抜き、売上高を増やして 161%もの ROI を 達成することが可能です(Forrester 社、『HPE GreenLake の総合的経済効果』、 2022 年 5 月)。

イノベーションの新たな波を巻き起こす HPE GreenLake
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HPE GreenLake は、データの有益な情報をすばやく引き出すことでイノベーションの 新たな波を巻き起こしており、HPE の社長兼 CEO である Antonio Neri は、「有益な 情報がイノベーションを生み出して私たち全員の生活と働き方を進化させる」と説明 しています。

企業の成功に貢献している HPE GreenLake の事例を以下に示します。

Patrick Terminals 社

オーストラリアの大手コンテナターミナル事業者である Patrick Terminals 社は、自動 化されたシステムの効率、アジリティ、信頼性を向上させる必要がありました。同社 は確実に荷役を行えるように HPE GreenLake クラウドサービスを導入し、イノベー ションの実現とビジネスニーズの変化への対応に必要なアジリティを得ることに成功 しました。HPE GreenLake クラウドサービスは、ターミナルの運用を効率化してさら なる自動化をサポートし、顧客向けの新たなサービスを実現しただけでなく、セキュリ ティも強化しました。

LyondellBasell 社

LyondellBasell 社は HPE と連携し、HPE GreenLake クラウドサービスで持続可能 なデジタルトランスフォーメーションを推進して効率とアジリティを向上させています。 同社は、HPE GreenLake クラウドサービスを利用して新しいデータセンターを構築 することにより、カーボンフットプリントを大幅に削減すると同時にビジネスを効率化し ました。また、コラボレーションを実現してさらなる価値を生み出すことに成功しました。

Zenseact 社

Zenseact 社は、次世代の自動運転システムの開発に必要な AI および HPC インフ ラストラクチャで HPE と連携しています。同社は、全世界のテスト車両とソフトウェア 開発センターのネットワークから生成される数百ペタバイトのデータを分析するため に、HPE GreenLake で HPE の HPC ソリューションをサービスとして使用し、その分 析結果を活かして 1 秒間に 1 万回の安全シミュレーションを行っています。

この事例をはじめとする HPE GreenLake のお客様の詳細については、こちらをご覧 ください。

HPE がお客様の持続可能な未来の推進をサポート
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HPE は企業が持続可能な未来を推進できるよう全力でサポートしており、Antonio Neri は、「当社が地球に影響を与えられる最大の機会は、パートナー様が持続可能 性を変革して最新化できるようにすることでもたらされる」と述べています。

HPE は、持続可能なイノベーションでパートナー様のブランドを強化して評判を高め、 目的の達成を後押しすることを目指す企業であり、パートナー様が地球に対する責 任を果たすことが、目的の達成を遅らせるのではなく加速させると考えています。

HPE には、持続可能性の実現を主導してきた 30 年の実績があります。HPE は、自 社の製品ポートフォリオを効率化するために 1987 年にリサイクルプログラムを、また 1992 年に環境配慮設計 (DfE) を導入し、それ以降持続可能性に関する取り組みを 改善しながら拡大してきました。

HPE は、単にベストプラクティスに従うのではなくベストプラクティスを開発しており、 野心的な目標と基準を定めて、事業とサプライチェーンの気候目標をグローバルな パリ気候協定に一致させた世界初の IT 企業の 1 つとなりました。また IT 企業として 初めて、強制労働との闘いにおける重要な取り組みである、サプライチェーンでの外 国人労働者の直接雇用を求めました。 さらに HPE は、Responsible Business Alliance (RBA) や Renewable Energy Buyers Alliance (REBA) などの世界最大規 模のコーポレートサステナビリティ連合を設立しました。

イノベーションの実現に取り組む HPE は、革新的な低炭素テクノロジーに重点を置く 大手企業の 1 つであり、2000 年以降の特許申請数は 6,000 件を超えています。

HPE は 、Dow Jones Sustainability Index、Forbes の JUST 100、Corporate Knights 社の Global 100 など、企業の持続可能性に関する取り組みを調査する、全 世界と米国中心両方の指標で上位の IT 企業に位置付けられており、HPE の持続可 能性コンサルタントは、企業が HPE の持続可能な IT 戦略を自社の戦略として活用 できるようサポートするためのベストプラクティスを共有しています。

持続可能な方法でお客様のデジタルトランスフォーメーションを加速
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HPE は、企業がデジタルトランスフォーメーションを加速させて循環経済での自社の 立場を高められるようサポートしています。循環経済は企業の持続可能性の向上を 目指すものであり、企業は廃棄物と汚染をなくして製品や原材料を循環させ、自然を 再生させることを求められます。

HPE は、企業がテクノロジー資産の耐用年数を延ばして不要になったものをアップ サイクルし、IT の活用されていない価値を見出せるようにすることで循環を生み出せ るようにしており、(価値の残っている) 老朽化した IT 資産を買い取って、お客様がそ の資金をビジネスで再活用できるようサポートすることが可能です。

また HPE は、今日の複数世代にわたる IT 環境の非効率性を解消することで企業が 運用効率を最大限まで高められるようサポートしていますが、これには、エネルギー の使用量とコストを減らす方法で最新化を進めて、十分に活用されていないオー バープロビジョニング状態の環境に対処することが含まれます。HPE は、すべての アプリケーションとデータを含むお客様の環境全体を調べ、DX のあらゆる段階でサ ポートを提供します。

さらに、安全な廃棄に至るまでのライフサイクルにわたって資産を管理することにより、 追跡を強化して透明性を向上させます。HPE は、コンプライアンスと規制の要件に従 いながら報告をサポートしており、企業が循環経済レポートで持続可能性の測定基 準を報告できるようにします。また HPE GreenLake により、マルチクラウド環境のガ バナンス、リスク、コンプライアンスを継続的に監視します。

HPE のお客様は、HPE のプラットフォーム更新プログラムでトランスフォーメーション の資金を調達することにより、25%のコスト削減を実現しています(HPE のお客様が 示したメリット、結果はそれぞれ異なる)。また、HPE GreenLake でエネルギーの消 費量とコストを 30%削減しているうえ(リファレンスガイド:『HPE GreenLake と従来の CAPEX 購入手法のエネルギーコスト削減額の比較』、2021 年)、共同配置パート ナーと連携してエネルギー効率に優れたファシリティにお客様の IT インフラストラク チャを展開し、取り出した電力、スペース、および冷却を最適化できます。

学習チェック

HPE はどのような方法で企業のデータファーストに関するイニシアチブの推進をサ ポートしていますか (1 つ選択してください)。


	企業の AI と ML への依存を減らし、データの価値を簡単に引き出せるよう にする。


	パブリッククラウドのデータ保護をオンプレミスのデータストアにまで広げ る。


	データセンターの効率を向上させてエッジでデータを処理しなくて済むよう にする。


	HPE GreenLake により、ワークロードの実行場所を問わず一元的なクラ ウドエクスペリエンスを実現する。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE はどのような方法で企業のデータファーストに関するイニシアチブの推進をサ ポートしていますか (1 つ選択してください)。


	企業の AI と ML への依存を減らし、データの価値を簡単に引き出せるよう にする。


	パブリッククラウドのデータ保護をオンプレミスのデータストアにまで広げ る。


	データセンターの効率を向上させてエッジでデータを処理しなくて済むよう にする。


	HPE GreenLake により、ワークロードの実行場所を問わず一元的なクラ ウドエクスペリエンスを実現する。




トピック 3: 複数のセールス活動
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トピック 3 では、エンタープライズソリューションアドバイザーとして行うことができる セールス活動について見ていきます。有形製品の販売の枠を超えて活動を行えば、 お客様のニーズに柔軟に戦略を適合させて収益源を広げることができます。

お客様に別の選択肢を与える


[image: image]


お客様は多くの場合、前払いでオンプレミスのインフラストラクチャを購入するか従量 制課金モデルでパブリッククラウドサービスを購入するという、2 つの選択肢があると 考えていますが、HPE ではそのどちらかだけでなく、3 つ目の魅力的な選択肢である HPE GreenLake を提案できるようにしています。HPE GreenLake なら、サービスと して提供される HPE のソリューションをお客様に提案することが可能です。

このような as a Service のセールス活動では、新たな機会を追求できますが、これに ついては次のように考えてください。クラウドファーストのお客様を従来のオンプレミス のお客様に変えることができる可能性は低く、そのようにしたいと考えることもないと 思いますが、HPE GreenLake ならクラウドファーストのお客様をクラウドエブリウェア のお客様に変えることができる可能性が高いうえ、従来のオンプレミスの購入に満足 しているお客様にハイブリッドクラウドのメリットを体感してもらうことが可能です。

成長を続ける HPE GreenLake
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HPE GreenLake はお客様の心に響く可能性が高く、経常収益モデルの導入、拡大、 または経常収益モデルへの移行の機会をもたらします。

2022 年 8 月のインタビューにおいて、HPE の社長兼 CEO である Antonio Neri は 「多くのお客様が HPE GreenLake にデータとワークロードを移行することを表明して いる」と主張しており、その数は現在、6 万 5,000 社の 12 万ユーザーに達していま す。そしてさらに興味深いのは、現在「前年比で 60%を超える」900 社超のパート ナー企業が HPE GreenLake を販売しているという点であり、2022 年第 3 四半期の HPE GreenLake の販売成長率は、「2 四半期連続の 3 桁増」となる 155%を記録し ました。

こうした急成長により、2022 年 8 月には契約総額が 71 億米ドルを超え、2019 年の 31 億ドルの倍以上となりました。まだ HPE GreenLake を販売していなかったとして も、このようなパートナー企業の仲間入りをすれば、経常収益を得られるようになりま す(CRN、「HPE の Antonio Neri: 『より速くその先へ』」、2022 年 8 月 1 日)。

HPE は as a Service のセールスアプローチの導入をサポートしたいと考 えている
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オンプレミスの as a Service ソリューションは比較的新しいものであるため、誰かが まずその選択肢を示してから価値を説明しなければ、お客様はそれが必要であるこ とに気付かない可能性があります。パートナー様は、お客様に as a Service ソリュー ションのメリットを紹介するソリューションアドバイザーとしての機会を最大限に活かし たいと考えていますが、従来のセールスアプローチで前払いを前提に話を進めると、 別のリセラーにお客様を奪われてしまう可能性があります。

HPE は、HPE GreenLake の販売に必要なツールと専門知識を提供することで as a Service のアプローチの導入をサポートしたいと考えており、見積もりプロセスを短縮 するために、SKU で製品を注文するのと同じように簡単に選択して注文できる、事前 定義済みのソリューションを多数開発しました。カスタマイズが必要なリクエストに対 応しなければならない場合は、PBM に依頼することにより、HPE GreenLake のエキ スパートと相談しながらソリューションを作成できます。お客様とともにお客様のニー ズに最適な HPE GreenLake ソリューションとなるように微調整を加えるときは、独自 のサービスを追加することで解消できるギャップがないかどうかを探すようにしてくだ さい。

HPE GreenLake については、モジュール 5 で詳しく説明します。

従来型のセールス活動で競争力を維持
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従来の前払い販売は、そうしたアプローチを希望するお客様もいるため、おそらく今 後もパートナー様のビジネスに欠かせないものとなります。こうしたお客様は、すでに オンプレミスソリューションの資金を確保しているかもしれません。社内でソリュー ションを管理したいと考えている可能性もあります。その理由が何であれ、HPE は パートナー様やお客様にとって最も合理的な方法で販売を続けられるよう、パート ナー様を全面的にサポートします。

ご存知のように、このようなセールスプロセスの成功は、HPE のソリューションの品質 と価値をお客様がビジネス目標を達成するためのサポートと結び付ける営業担当者 の能力に左右されることが少なくありません。モジュール 2、3、4 では、HPE のコン ピュート、ストレージ、およびソフトウェアソリューションを結び付ける方法を学習します。

HPE と切り拓く未来
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アメリカの詩人である Mark Strand は、「この瞬間からが未来」という言葉を残してい ますが、お客様がデータファーストのモダナイゼーションを加速させることができるよ う独自のアプローチでサポートを提供する HPE と連携すれば、未来が切り拓かれま す。パートナー様と HPE は、モダナイゼーションの過程でお客様をサポートし、パー トナー様は信頼できるアドバイザーとして、データファースト戦略のビジネスメリットを 示すことでお客様を正しい方向へと導きます。そしてお客様がデジタルトランスフォー メーションを完了させるのに欠かせない、パートナー様と HPE の製品やサービスを 紹介してお客様に力を与えます。

パートナー様は、ESG の取り組みをサポートする企業が生き残るだけでなく成功を 収めているということを実証して、HPE とともに未来にプラスの影響を与え、HPE GreenLake の as a Service ソリューションが常に持続可能性の好例になるという証 拠をお客様に示します。また、そのような as a Service ソリューションを販売し、エン タープライズネットワーキングソリューションアドバイザーとして関与し続けていくのに 必要とされる、新たなセールス活動を模索します。

未来はここから始まるのです。

HPE の倫理的価値観を共有する HPE パートナー
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HPE と連携すれば、HPE が最高の倫理基準を保つことを信条にしているということ に確信を持てます。そして HPE パートナーである皆さんも、HPE とその事業活動に 適用される全世界の法的原則と倫理的原則に従わなければなりません。HPE の業 務上の行動指針、HPE パートナー行動規範、または適用される法律に違反する可 能性がある場合は、HPE に報告する必要があります。パートナー行動規範に記載さ れている法律に違反することは、HPE との取引終了の事由となります。詳細につい ては、Partner Ready Portal にある HPE パートナーの行動規範をご覧ください。

腐敗防止および贈収賄禁止法

HPE の従業員およびパートナーは、いかなる贈賄も行いません。また、最も厳格な 行動規範に従っていることを立証する、正確な業務記録を保存しています。HPE は、 HPE、HPE の従業員、および HPE のパートナー企業に適用される、腐敗防止に関 するすべての国際法および現地法を遵守します。

利益相反

HPE は、個人的関係や親族関係ではなく、サービス品質とビジネスの誠実さに基づ いてパートナーを選択しています。

環境保護

HPE パートナーは、環境に配慮した方法で、環境関連のすべての法律、規制、基準 に従って事業を行う必要があります。

人権と労働法

HPE パートナーは、従業員に清潔かつ安全な労働環境を提供し、賃金に関する現 地の要件に従うものとし、人種、年齢、性別その他の関係に基づく差別を行ってはな りません。

貿易制裁および禁輸措置

HPE パートナーは、米国政府によって課せられたか承認された経済制裁と禁輸措置 に従います。

プライバシーとデータ保護

HPE パートナーは、HPE の従業員およびお客様のプライバシーを尊重し、個人情報 を保護する必要があります。

競争と機密性

HPE パートナーは、HPE の機密情報を公表したり、リセラーの権利を侵害したり、 HPE の競合企業の情報を違法に取得したりしてはなりません。また HPE パートナー は、グレーマーケットの根絶に向けた措置を講じる必要があります。

次のステップ
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このコースの残りの部分では、HPE のコンピュート、ストレージ、およびソフトウェアソ リューションの前払い販売から HPE GreenLake の as a Service の販売まで、パー トナー様があらゆる機会を追求する方法を見ていきます。次のモジュールでは、デー タファーストのモダナイゼーションの基盤となる HPE ストレージおよびデータ保護ソ リューションに焦点を当てます。


モジュール 2: HPE ストレージおよびデータ保護ソリュー ション
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モジュール 2: HPE ストレージおよびデータ保護ソリューション

トピック 1: お客様の課題を把握する
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このモジュールには、次の 3 つのトピックが含まれています。トピック 1 では、組織が 直面しているデータの収集と保存の課題を概説し、それらの課題がどのようにデータ ファーストのモダナイゼーションの妨げになるのかということに焦点を当てます。そし てトピック 2 と 3 では、HPE ストレージおよびデータ保護の販売機会の特定と見極め のプロセスについて説明します。

お客様の課題
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モジュール 1 で説明したように、企業はデータファーストのモダナイゼーションを取り 入れなければデジタルトランスフォーメーションを完了させることはできませんが、 データファーストの手法を導入しようとしている組織は、いくつかの大きな障害に直面 しています。データの急増への対応に加え、多くの組織は、データを管理したり、 データサイロに閉じ込められた価値を引き出したり、増大するデータ損失のリスクか ら自社を守ったりするのが難しくなりつつある状況に頭を悩ませています。

これまでにない量のデータ
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データはすさまじい勢いで生成されており、把握するのが難しいことが少なくありま せん。たとえば、2021 年には推定で 79 ゼタバイトのデータが生成されていますが、 このスライドに示されているように、その量をバイトで表すと 0 の数が 21 個にもなり ます。当然のことながら、生成されるデータの量は毎年増えており、2025 年にはその 量が 180 ゼタバイトにも達するという証拠があります(EarthWeb 社、「2022 年のビッ グデータに関する統計情報: 事実、市場規模、業界の成長」、2022 年 10 月 12 日)。

では、これはお客様にとって何を意味するのでしょうか。IDC 社によると、組織のデー タ増加率は、その業界や場所などによって異なるものの、毎年 35～45%に達してお り、同社は「ペタバイト規模のデータ資産はもはや珍しくも驚くべきものでもない」と指 摘しています(IDC 社、『Veeam と HPE のストレージとサーバーのビジネス価値』、 2022 年 8 月)。どの組織も規模を問わず、かつてないほど膨大なデータに対応しな ければならないのです。

複雑なデータ管理
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データ管理はすでに非常に複雑なため、データの急増に対応することがより一層難 しくなっています。ESG 社の調査では、74%の企業が自社のデータ管理機能では業 務要件に対応できないと述べています(HPE が委託した ESG 社によるデータ管理の 成熟度に関する調査、2021 年 11 月)。

データ管理の複雑さは、共同でデータマイニングを行ってイノベーションを促進する 有益な情報を得ている、開発者、データアナリスト、データサイエンティストなど、最も 必要としている人物にデータを届けることを難しくしています。たとえば、企業は時間 がかかるうえにミスが起きやすい手動のプロセスでデータにアクセスしがちですが、 実際、多くの組織のアクセス制御とデータプライバシー対策は非効率的であると思わ れます。また企業は、強力なセキュリティ対策でデータ侵害のリスクを軽減すると同 時に、開発者、データアナリスト、データサイエンティストがイノベーションを実現でき るようにしようとするため、アクセスの容易さとセキュリティが反目し合うことが少なく ありません。

今日の企業が成功を収めるにはデータ管理を簡素化する必要がありますが、ESG 社の調査では、成熟したオンプレミスのクラウドオペレーションが複雑さを解消するう えでの何よりも重要なステップであるということに 91%の企業が同意しています。

価値を閉じ込めるデータサイロ
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データにアクセスしてそのデータから有益な情報を引き出そうとしているペルソナは、 多くの場合にさまざまなツールやシステムを使用し、組織内にデータサイロを構築し ています。そして IT 管理者は、データのライフサイクルを管理するための専門知識が 必要とされることが多い、管理者を中心とした手動のプロセスに囚われおり、こうした サイロを解消することができません。このような手動のプロセスでは、IT チームは非 常に多くの時間を奪われ、組織のイノベーションではなく、絶えず問題の解決と通常 運用の維持に注力しなければなりません。多くの企業は、アジリティを低下させてい るだけでなくビジネスリスクも増大させていますが、何より問題なのは、組織のデータ の価値がデータサイロに閉じ込められたままになっているということです。

大きな損失をもたらすサイバー攻撃
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データの急増とデータ管理の複雑化に伴って企業は脆弱になり、ネットワークが複雑 になるほど企業が不必要なリスクを負う可能性は高くなります。こうしたリスクは多く の点で企業の妨げとなる可能性がありますが、企業にとって最も恐ろしいのはセキュ リティ侵害とサイバー攻撃のリスクです。

Ponemon Institute の調査によると、調査対象組織の 83%が過去 12 か月に複数回 データ侵害を受けています。そしてそのような侵害の損失は非常に大きく、組織は侵 害からの復旧に平均 435 万米ドルを費やしています(Ponemon Institute、『2022 年 データ侵害損失レポート』)。

クラウドは従来のデータ管理と同じように脆弱であり、Ponemon Institute によると、 侵害の 45%はクラウドに起因するファイルベースのマルウェア、脆弱なポリシー、そ して単純な構成ミスによるものでした(Ponemon Institute、『2022 年データ侵害損失 レポート』)。このような理由から、お客様はデータファーストのモダナイゼーションの 計画を立てる必要があります。クラウドはお客様に新たな機会をもたらしますが、お 客様は今後も場所を問わずデータ損失に警戒しなければなりません。

データ損失につながる可能性あるサイバー攻撃のうち、ランサムウェアはほぼ間違 いなく最大のリスクをもたらすものであり、Verizon 社によると、昨年のランサムウェア の増加率は過去 5 年間の合計分に相当する 13%となっています(Verizon 社、『デー タ侵害調査レポート』、2022 年)。また、ランサムウェアによる企業の損失が数百万ド ルに達しているということ以上に、ランサムウェア攻撃の損失がさらに増え、その ペー スも 上 がると 業界 ア ナ リ スト が予測し て いるのは驚 くべき こ と であ り 、 Cybersecurity Ventures 社は、2031 年までに (コンシューマーや企業に対する) 新 たな攻撃が 2 秒ごとに仕掛けられるようになってランサムウェアの被害額が年間約 2,650 億米ドルに達すると見込んでいます(Cybersecurity Ventures 社、「全世界の ランサムウェアの被害額は 2031 年までに 2,650 億ドルを超える見込み」、2022 年 6 月 2 日)。

どの証拠も指し示すメッセージは同じであり、組織はサイバー攻撃によるデータ損失 を防ぐためにあらゆる予防策を講じるとともに、それらの予防策を問わず、侵害を受 けた場合はデータ損失を避けられないということに備えなければなりません。組織に は、侵害を受けた後に可能な限り迅速かつシームレスにデータと運用を復旧できる ようにする確実な計画が必要です。

学習チェック

データイノベーターの業務を複雑化させる要因は何ですか。(2 つ選択してください)。


	手動のプロセスによるデータの管理と保護


	オンプレミスではなくパブリッククラウドでのデータの保存


	人工知能 (AI) の導入に対する企業の消極的な姿勢


	データ管理とデータ分析を優先しない経営幹部


	データイノベーターが必要なデータにアクセスするのを難しくするセキュリ ティポリシー




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

データイノベーターの業務を複雑化させる要因は何ですか。(2 つ選択してください)。


	手動のプロセスによるデータの管理と保護


	オンプレミスではなくパブリッククラウドでのデータの保存


	人工知能 (AI) の導入に対する企業の消極的な姿勢


	データ管理とデータ分析を優先しない経営幹部


	データイノベーターが必要なデータにアクセスするのを難しくするセキュリ ティポリシー




トピック 2: HPE ストレージおよびデータ保護ソリューションの販売 機会の見極め
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このトピックでは、HPE ストレージソリューションが企業におけるデータの課題への対応をどのようにサ ポートするのかに焦点を当て、具体的なソリューションを見極めていきます。

主な販売機会
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パートナー様による HPE ストレージおよびデータ保護ソリューションの販売をサポー トするため、HPE では主な販売機会に焦点を当てたセールスプレイを作成しました。 このトピックでは、クラウドオペレーションのエクスペリエンスによる変革、およびイン ストールベースの移行の加速という 2 つのセールスプレイを取り上げます。そしてト ピック 3 では、データ保護の最新化に関するセールスプレイに焦点を当てます。

その他の販売機会については、Seismic からダウンロードできる HPE ストレージおよ びデータ保護プレイブックをご覧ください。

クラウドオペレーションのエクスペリエンスによる変革
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お客様は、複雑で多くの場合にサイロ化されているストレージ環境から脱却するとい う最初の一歩を踏み出さなければ、データの価値を引き出すことができません。HPE は、成熟したオンプレミスのクラウドオペレーションの実現が複雑さを解消するうえで の何よりも重要なステップであるという、ESG 社が実施した調査の回答者の意見に 同意しています。

さらに、お客様はそれぞれのアプリケーションに合わせて個別のストレージシステム や特別な構成を選択する必要はないと HPE は考えています。お客様にはその代わり に、妥協することなくあらゆるワークロードをサポートするインテリジェンスが組み込ま れた、お客様による SLA への対応を可能にするストレージソリューションが必要です。

HPE はまた、お客様には as a Service やオンデマンドなどのビジネスに最適な方法 でストレージサービスを利用できる柔軟性が必要であると考えています。

パートナー様は、Data Services Cloud Console と HPE InfoSight で HPE Alletra の クラウドオペレーションのエクスペリエンスを提供することにより、お客様が環境を変 革できるようサポートすることが可能です。これらのソリューションについては、このモ ジュールで詳しく見ていきます。

また HPE GreenLake for Storage により、お客様に包括的な as a Service ソリュー ションを提供できます。HPE GreenLake については、モジュール 5 で詳しく説明します。

ニーズを見極めるための最初の質問
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お客様に会うときは、セールスアプローチではなくアドバイザリアプローチを取り、お 客様のニーズに焦点を当てて課題を理解していることを示します。たとえば、シニア IT マネージャーと話すときは、「他の IT マネージャーの方とお話ししたときに、IT サー ビスを提供するまでの時間の短縮を強く求められていることがわかりました」といった 会話から始めるといいかもしれません。次に、お客様が求めているビジネス成果や 直面している課題について話し始めたときに、自由回答形式の質問をしてその答え に注意深く耳を傾け、フォローアップを行います。そしてそれらの成果と課題を HPE ストレージソリューションのメリットに結び付けます。

お客様に情報の共有を促す自由回答形式の質問をいくつか用意しておくといいかも しれません。その例としては、シニア IT マネージャーに「迅速な成果の実現ではなく、 インフラストラクチャの管理にどの程度の時間を費やしていますか」と尋ねたり、「イン フラストラクチャが簡素化されたら、ビジネストランスフォーメーションの加速とリスク の軽減に関してどのような成果が得られますか」と尋ねたりといったことが挙げられ ます。

ニーズを見極めるための質問としては、他に次のようなものが考えられます。


▪データを読み取るためにパブリッククラウドベンダーに支払っている料金に関し て、どの程度納得していますか。

▪アプリケーションの障害と時間のかかるサポートのエスカレーションは、SLA へ の対応にどのような影響を与えていますか。

▪プロビジョニングによって組織のイノベーションにどの程度遅れが生じていますか。

▪予算の制約と複雑な調達サイクルはビジネス成果にどのような影響を与えてい ますか(この質問の答えにより、モジュール 5 で取り上げる HPE GreenLake の 販売機会が明らかになることがあります)。

▪キャパシティプランニングのプロセスについて教えてください(この質問の答えに より、モジュール 5 で取り上げる HPE GreenLake の販売機会が明らかになる ことがあります)。



お客様の懸念に耳を傾ける
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お客様との会話では、複雑さに対するお客様の懸念に耳を傾けます。これに関して は、インフラストラクチャやデータの管理に時間がかかりすぎる、またはインフラストラ クチャやデータを管理するのが困難といった話が出てくることもあれば、データサイロ があり、複数のデータ管理ツールでそうしたサイロを管理しようとしているといった話 が出てくることもあります。

対象となるお客様はリソースの制約について話すこともありますが、そうしたお客様 は時間のかかる手動のプロセスに不満を持っており、絶え間ない「問題の解決」に IT スタッフがどれだけ手を取られているのかを口にします。また、時代遅れのインフラス トラクチャを使用しているか、サポート契約の終了が近づいているお客様を探す必要 もあります。

さらに、長期間にわたる調達サイクルに懸念を持っているお客様や as a Service の 運用モデルに移行したいと考えているお客様に出会うこともありますが、そうしたお 客様は HPE GreenLake の販売機会の典型となる可能性があります。

Data Services Cloud Console を位置付ける
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HPE では、ストレージインフラストラクチャとストレージの管理を簡素化したいと考え ているお客様に Data Services Cloud Console を提供しています。この直感的な Software as a Service (SaaS) コンソールは、あらゆる場所のデータインフラストラク チャにクラウドオペレーションのアジリティをもたらす目的で設計された、一連のクラ ウドデータサービスを提供します。どこからでもアクセスできる Data Services Cloud Console は、複数のサイトのデータ管理を一元化してデータサイロを解消します。

Data Services Cloud Console は、IT 部門の管理の負荷を軽減します。独自のクラ ウドネイティブアーキテクチャーをベースとする Data Services Cloud Console は、 エッジからクラウドまでのインフラストラクチャとデータのワークフローを自動化して統 合し、一連の包括的なクラウドインフラストラクチャサービス、クラウドデータサービス、 およびクラウドプラットフォームサービスを 1 つの場所に集約することによって、複雑 なデータ運用を合理化されたデータ管理のエクスペリエンスに変えます。Data Services Cloud Console は、従来の複雑なストレージ管理から IT 部門を解放する ことでイノベーションを加速させます。

HPE Data Ops Manager
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Data Services Cloud Console で提供される主なサービスの 1 つである HPE Data Ops Manager は、データインフラストラクチャの場所を問わないグローバルな管理と 監視を可能にし、あらゆる場所のデータインフラストラクチャにクラウドのアジリティ、 スピード、シンプルさのメリットをもたらします。

インテントベースのプロビジョニングにより、お客様はクラウドのスピードでストレージ の展開とプロビジョニングを行えます。従来の管理ツールを使用した場合、ワーク ロード用のストレージのプロビジョニングには、ストレージのエキスパートが懸命に作 業しても平均で 1.5 日かかります。一方、HPE Data Ops Manager では、自動的に 適切なリソースを使用してワークロードが展開されるようにする AI 主導のプロセスに よってストレージのプロビジョニングに変革がもたらされ、お客様は数分でストレージ をプロビジョニングできます。

HPE Data Ops Manager により、IT 部門はストレージではなくデータを管理できるよ うになります。

HPE Alletra を位置付ける
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HPE Alletra はさらなる簡素化を実現し、お客様がストレージインフラストラクチャを所 有して維持するモデルからオンデマンドでサービスとしてストレージにアクセスするモ デルに移行できるようにします。Alletra はクラウドを念頭に置いた設計となっており、 あらゆる場所からクラウドオペレーションをサポートします。お客様がデータを保存し たい場所で Alletra システムを稼働させるだけで自動検出が行われ、Data Services Cloud Console による制御が始まります。お客様は、エンタープライズグレードのパ フォーマンスとあらゆる場所にデータを展開できる柔軟性を維持しつつ、クラウドネイ ティブかつインテントベースのシンプルな管理を実現できます。

さらに HPE Alletra は AI 主導のシステムとなっており、自動的に管理が行われるう え、自律的に動作します。たとえば、お客様の Alletra システムに合わせたアップグ レードがインテリジェントに中断なく行われた後、HPE InfoSight の予測インテリ ジェンスによって問題が未然に解決されます。

HPE Alletra: アプリケーションワークロードに最適化
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HPE Alletra は、幅広いワークロードの要件に対応するように最適化されています。 HPE Alletra 9000 は、大規模データベースやコンテナなどのミッションクリティカルな ワークロードを実行できる設計となっています。卓越した可用性と予想どおりのパ フォーマンスを大規模に実現できるように最適化されており、標準で 100%の可用性 を保証します。

ビジネスクリティカルなワークロード向けに設計された HPE Alletra 6000 は、効率を 高めるように最適化されており、99.9999%の可用性を保証します。その一方、HPE Alletra 5000 は、オールフラッシュソリューションを必要としない汎用ワークロード向 けの設計となっています。

HPE InfoSight
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業界唯一の AI 主導のシステムである HPE InfoSight は、お客様がデータファースト のモダナイゼーションを完了できるようサポートする重要な役割を果たします。HPE InfoSight は先制的なソリューションであるため、企業が問題を予測して回避するの に役立ちます。たとえば、ボトルネックなどの問題がお客様のビジネスを停滞させた り中断させたりする前に検出することが可能です。HPE InfoSight は、グローバルな インストールベースから得た有益な情報に基づいて実行可能なステップを示すととも に、機械学習を使用してパフォーマンスを向上させる方法を特定し、インフラストラク チャを最適化するときに推測で作業を行わなくて済むようにします。つまり、HPE InfoSight はサポートのエクスペリエンスを再定義するのです。

インフラストラクチャ向けの最先端の AI である HPE InfoSight は、HPE の製品ライン で使用でき、ストレージだけでなく、HPE のサーバーソリューションやネットワーキン グソリューションとも統合することが可能です。また、VMware と Hyper-V の仮想マ シンに関する有益な情報も提供します。

お客様のクラウドオペレーションのエクスペリエンスによる変革のサポート に関するセースルのヒント
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お客様とやり取りするときは、戦略的に会話を発展させ、お客様がビジネス目標やビ ジネス目標を達成するうえでのデータの役割について話すきっかけを与えることに注 力します。そうすると、Data Services Cloud Console と HPE Alletra がそうした目標 の達成にどのように役立つのかを示すことができます。

また、HPE InfoSight の卓越した分析を強調する必要もあります。HPE InfoSight は、 広範なテレメトリ、フルスタックの可視性、機械学習の応用、規範的かつ実用的な推 奨事項に関して、業界で比類のないソリューションとなっています。

さらに、簡単に利用できる 30 日間無料の HPE CloudPhysics のアセスメントを提案 することも可能です。この使いやすい SaaS プラットフォームは、お客様のデータセン ターをオンデマンドで分析して非効率的な部分を特定します。そして環境を最適化す る方法を提案し、絶えずお客様のデータインフラストラクチャの監視と分析を行うこと により、パートナー様とお客様がワークロード同士が与え合う影響とワークロードが 時間とともにどう拡大しているのかを把握できるようにします。

ストレージ契約を「獲得」したら、契約の範囲を広げる方法を模索することもできます。 これに関しては、トピック 3 で説明する HPE データ保護の販売機会が挙げられます が、HPE GreenLake を通じて HPE のあらゆるソリューションを提案できるということ も忘れないでください。

インストールベースの移行を加速させる
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もう 1 つの主な販売機会としては、ストレージソリューションのアップデートを必要とし ているお客様のサポートがあります。たとえば、今も HPE 3PAR か HPE Nimble を 使用しているお客様がいる場合、クラウドオペレーションのエクスペリエンスへの移 行をサポートしてデータファーストのモダナイゼーションの開始を後押しできます。そ の一例として、HPE 3PAR と HPE Nimble Storage を利用するお客様は、Data Services Cloud Console で HPE Alletra に移行することにより、クラウドの管理とプ ロビジョニングのエクスペリエンスで日々のストレージ管理とサポートの負荷を軽減 することが可能です。また、お客様の要件によっては HPE Primera か HPE Alletra dHCI を薦めることもできますが、これらのソリューションについては、後続のスライド で詳しく見ていきます。

前述のように、包括的な as a Service ソリューションを求めているお客様の場合は、 モジュール 5 で取り上げる HPE GreenLake ソリューションを薦めることができます。

HPE Alletra dHCI
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HPE Alletra dHCI は、ハイパーコンバージド インフラストラクチャ (HCI) のシンプル さとコンバージドコンピュートおよびストレージの柔軟性を組み合わせて両者のメリッ トを提供するソリューションであり、自動的にお互いを検出してスタックを形成する、 HPE ProLiant DL サーバーと HPE Alletra アレイで構成されています。お客様は直 感的な管理インターフェイスからスタックを管理し、そのスタックを従来の HCI スタック と同じように簡単に VMware vCenter に統合できます。またそれと同時に、ワーク ロードの要件が変わったとしても常にそれらのワークロードに最適な組み合わせを実 現できるよう、ストレージとコンピュートをいつでも柔軟かつ個別に拡張することが可 能です。このアーキテクチャーでは、オーバープロビジョニング (リソースの無駄) が 発生することがなく、お客様は必要なものだけを追加できるうえ、アプリケーションを 停止させることなく透過的にアップグレードが行われます。

効率的でスケーラブルな HPE Alletra dHCI は、レイテンシを 1 ミリ秒未満に抑えな ければならないアプリケーションに必要なパフォーマンスを備えています。また HPE InfoSight は、いつどれだけのリソースが必要なのか、またはどのようにしてリソース を再目的化できるのかをお客様に知らせるものであるため、HPE Alletra が常に最適 化され、お客様は推測で作業を行わなくて済みます。これらのソリューションは、どち らもシンプルで柔軟性に優れています。

HPE Primera
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HPE Primera は、他にはない 3 つの主要な価値領域でミッションクリティカルなスト レージの可能性を再定義します。まず、シンプルなユーザーエクスペリエンスによっ てオンデマンドのミッションクリティカルなストレージを実現し、お客様の迅速な対応を サポートします。次に、HPE Primera はアプリケーション対応型の耐障害性を備えて おり、100%の可用性が保証されます。最後に、HPE Primera は予測不可能なワー クロードで予測どおりのパフォーマンスを実現するため、お客様のアプリケーションと ビジネスが常時高速の状態に保たれます。

HPE Primera の DNA を受け継ぐ HPE Alletra 9000 は、卓越した可用性と予測どお りのパフォーマンスを大規模に実現できるように最適化されており、100%の可用性 が保証されます。Data Services Cloud Console を搭載した HPE Alletra が、シンプ ルな展開と透過的なアップグレードを実現します。またお客様は、どこからでも管理 できます。

ニーズを見極めるための最初の質問
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お客様がレガシーインフラストラクチャを使用しているものの、アップデートの準備が 整っていないようであることがわかった場合は、自由回答形式の質問をして、そのレ ガシーインフラストラクチャがどのような点で足かせになる可能性があるのかを認識 できるようにします。たとえば、シンプルに「データから有益な情報を得るうえで、どの ような問題が妨げとなっていますか」と尋ねてもいいでしょう。また、「IT 運用の合理 化に関してどのような計画を立てていますか」といった質問も考えられます。

ニーズを見極めるための質問としては、他に次のようなものがあります。


▪ストレージソリューションのアップデートプロセスは、どの程度の中断とコストを生 じさせますか。

▪ストレージソリューションのアップデートに関してどのような計画を立てていますか。

▪プライベートクラウドのイニシアチブについて教えてください。

▪IT インフラストラクチャのコストとオーバーヘッドコストの低減に関してどのような 計画を立てていますか。

▪ランサムウェアなどのサイバー攻撃の影響の回避や軽減に関してどのような計 画を立てていますか。

▪現在の VM インフラストラクチャはどの程度信頼できますか。最近損害の大きい 障害はありましたか。



インストールベースの移行の加速に関するセールスのヒント
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パートナー様がインストールベースのアップグレードの機会を特定して獲得できるよう、 HPE では Software-Defined Opportunity Engine (SDOE) を提供しています。SDOE は、インテリジェンスとディープラーニングを活用してそれぞれのお客様の固有の要件 に最適なストレージを特定し、お客様に合わせてカスタマイズできる提案書を自動的 に生成します。また SDOE には、ソリューションの規模を見積もることができるサイ ジングツールも含まれています。SDOE は、インストールベースのアップグレードのプ ロセスを自動化することでセールスサイクルを短縮します。SDOE の詳細については、 [リソース]をクリックして SDOE のブリーフケースのリンクを探してください。

またいつものことながら、HPE ストレージソリューションを販売するときは、HPE デー タ保護ソリューションで契約の範囲を広げる機会を模索するようにしてください。

学習チェック

お客様から自社で老朽化したストレージソリューションをアップグレードする準備が 整っていないと言われました。このときどう対応すれば会話を前に進められますか。


	お客様の企業に提供される各機能の詳細を説明する。


	HPE ストレージソリューションと競合ソリューションを比較し、HPE のソ リューションのメリットを説明する。


	お客様に HPE CloudPhysics の無料アセスメントを提案する。


	お客様の企業で as a Service 消費モデルを導入する準備が整っているか どうかを尋ねる。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

お客様から自社で老朽化したストレージソリューションをアップグレードする準備が 整っていないと言われました。このときどう対応すれば会話を前に進められますか。


	お客様の企業に提供される各機能の詳細を説明する。


	HPE ストレージソリューションと競合ソリューションを比較し、HPE のソ リューションのメリットを説明する。


	お客様に HPE CloudPhysics の無料アセスメントを提案する。


	お客様の企業で as a Service 消費モデルを導入する準備が整っているか どうかを尋ねる。




トピック 3: HPE データ保護
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このトピックでは、HPE のソリューションでお客様のデータ保護の最新化をサポート するアプローチに焦点を当てます。

データ保護の状況
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データ保護の最新化についてお客様と話をするときは、ディザスタリカバリとバック アップの違いを説明する必要があります。ディザスタリカバリに関するお客様のユー スケースとしては、ランサムウェアからの瞬時の復旧が挙げられますが、ランサム ウェアは攻撃的で広く用いられていることから、多くのエキスパートはディザスタリカ バリソリューションを導入するのが最善策であると考えています。

さらに、ディザスタリカバリソリューションを活用することにより、お客様は削除された か破損したファイルを瞬時に復元するだけでなく、ユーザーエラーから復旧すること もできます。ディザスタリカバリに関するお客様のユースケースとしては、この他にも オンプレミスとクラウドにわたるデータとアプリケーションのモビリティがあります。

一方、バックアップに関するお客様のユースケースとしては、コスト効率の高いオンプ レミスデータの保護とそうしたデータの長期保持が挙げられます。多くのお客様がハ イブリッドクラウドを活用するようになる中、そのような環境やクラウドネイティブワー クロード向けに設計されたバックアップの重要性が増しています。そして最後に、お 客様はサードパーティバックアップソフトウェアのバックアップターゲットを必要として います。

会話の開始: ニーズを見極めるための質問
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お客様は何らかのバックアップソリューションを使用している可能性があるため、「現 在のバックアップソリューションについて教えてください」という一番直接的な質問で 会話を始めてみてもいいでしょう。そしてその質問の後に、「そのソリューションには どのような課題がありますか」と続けます。

こうした質問の答えは、お客様が現在使用しているバックアップソリューションが要件 に合っているかどうかなど、ソリューションに関する情報を収集するのに役立ちます。

ニーズを見極めるための質問としては、他に次のようなものがあります。


▪どの程度の時間でランサムウェア攻撃のわずか数秒前の時点に戻して運用を 再開できますか。

▪長期保持、アーカイブ、ディザスタリカバリのためのバックアップターゲットとし て、現在何を使用していますか。

▪PBBA (専用バックアップアプライアンス)、NAS、クラウド、テープのどれを使用 していますか。

▪どのように目標復旧時点 (RPO) と目標復旧時間 (RTO) の要件を割り出してい ますか。現在のソリューションはそれらの要件に合っていますか。



Zerto のディザスタリカバリを提案する
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ディザスタリカバリを必要としているお客様には Zerto を提案します。HPE の子会社 である Zerto は、企業がオンプレミス、ハイブリッド、またはマルチクラウド環境でデー タとアプリケーションを常に使用できるようにそれらの保護とリカバリをサポートします。 お客様はランサムウェアに対する耐障害性を確保し、攻撃が仕掛けられる前の時点 に数分で、場合によってはわずか数秒前の時点に戻して運用を再開できます。また、 Zerto は確実なディザスタリカバリを提供しており、お客様は業界をリードするわずか 数秒の目標復旧時間と (RTO) と数分の目標復旧時点 (RPO) により、ダウンタイム とデータ損失を大幅に減らすことができます。

さらに、Zerto は複数のクラウドにわたるデータとアプリケーションのモビリティを実現 しており、お客様は異種プラットフォーム間でデータを移行して、クラウド全体で自由 にイノベーションを推進できます。

Zerto はすべてのお客様に薦めることができ、ハードウェアに依存しないため、あらゆ る環境に適合します。

また、HPE GreenLake によるデリバリオプションも近く発表される予定です。

バックアップ/リカバリをサポートする HPE データ保護ソリューション
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お客様がバックアップとリカバリを必要としていることがわかった場合は、HPE の as a Service ソリューションを提案することをお勧めします。ソリューションを提案するに あたっては、それぞれのお客様のワークロードについて考える必要があり、たとえば、 お客様が VMware 仮想マシン (VM) か Amazon Elastic Block Store (EBS) ボリュー ムと Amazon Elastic Compute Cloud (EC2) を使用している場合は、HPE バック アップ/リカバリサービスを薦めます。

また、このソリューションがお客様のニーズに合っていない場合は、 別の HPE GreenLake ソリューションを薦めます。

以下のセクションでは、次のような HPE の as a Service ソリューションについて詳し く説明します。

HPE バックアップ/リカバリサービス


▪簡単

•自動化された保護ポリシー

•インフラストラクチャを管理するための単一のコントロールプレーン、 プライベートクラウド全体のデータの保護

•ユーザー定義の階層化

▪効率的

•迅速なバックアップ/リカバリ

•予測可能なコストと規模

▪セキュア

•HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォームで提供

•エンドツーエンドの暗号化、不変性、二重承認



その他の HPE GreenLake ソリューション


▪HPE StoreOnce のバックアップインフラストラクチャ - 小規模オフィスやリモート オフィスから最大規模の企業やサービスプロバイダーまでをサポートする拡張 性に優れたソリューション

•ソリューション: HPE GreenLake for Backup Infrastructure

▪Veeam - オンプレミスからクラウド SaaS まで、場所を問わずエンタープライズ ワークロードを保護、複製、監視する、管理しやすいソフトウェア

•ソリューション: HPE GreenLake with Veeam

▪Commvault - オンプレミスからクラウド SaaS まで、場所を問わずエンタープラ イズワークロードを保護、複製、監視する、管理しやすいソフトウェア

•ソリューション: HPE GreenLake with Commvault

▪Cohesity - その他のレイテンシの影響を受けないワークロードの集中データ保 護と統合をサポートする単一のデータ管理プラットフォーム

•ソリューション: HPE GreenLake with Cohesity



バックアップ/リカバリをサポートする HPE データ保護ソリューション (続き)
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お客様が as a Service ソリューションを探していない場合は、HPE StoreOnce か HPE StoreEver とそれらに付随するソリューションの販売機会を模索する必要があ ります。お客様と話をするときは、HPE と主要なストレージソフトウェアプロバイダーと のパートナーシップを強調することが重要ですが、HPE では、そのようなサードパー ティのソリューションと統合されるバックアップターゲットを提供しています。

HPE StoreOnce


▪幅広いアプリケーションやシステムに対応する、包括的でコストを低く抑えられる バックアップを必要としているお客様のニーズに対応

▪次のようなお客様が対象:

•スナップショットより長いデータ保持を必要としている

•迅速なバックアップとリストアを必要としている

•WAN リンクによる大容量のバックアップデータのレプリケーションを必要と している



HPE StoreEver


▪コスト効率に優れた長期データアーカイブを実現するテープベースのシステム

▪次のようなお客様が対象:

•アーカイブと規制に対応するためのオフサイトのバックアップレポジトリを必 要としている

•価格を重視している

•内部ガバナンスと規制で義務付けられているデータ保持、不変性の確保、セ キュリティ、証拠開示に対応するために記録を安全に保管する必要がある



次のステップ
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HPE は自動化された簡単なバックアップ/リカバリを提供し、お客様がデータ保護を 完全に最新化できるようサポートします。HPE のソリューションは、オンプレミス、エッ ジ、パブリッククラウドなどのあらゆる場所のデータを保護すると同時に運用を簡素 化します。また HPE は、ストレージインフラストラクチャを最適化し、スループットを向 上させて大規模なデータストアをサポートするとともに、きわめてスケーラブルなソ リューションを提供します。さらに、HPE の Data Protection as a Service ソリュー ションは、インフラストラクチャと実際の使用量を一致させてコストのかかるオーバー プロビジョニングを行わなくて済むようにします。最後に、HPE のソリューションは、お 客様が求めているビジネス成果を達成できるようサポートする設計となっています。

次のモジュールでは、HPE データ分析ソリューションに焦点を当てます。


モジュール 3: HPE データ分析ソリューション
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モジュール 3: HPE データ分析ソリューション

トピック 1: 販売機会を把握する
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お客様はストレージ管理を簡素化すると、データファーストのモダナイゼーションの次 のステップである、データから真の価値を引き出すことに目を向けるようになる可能 性があります。このトピックでは、お客様がデータから有益な情報を得ようとするとき に直面する課題のいくつかを確認した後、HPE Ezmeral ソリューションがこうした課 題の克服にどのように役立つのかを見ていきます。

データには簡単にアクセスできなければならない
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企業が有益な情報を得るには、データに簡単にアクセスできなければなりませんが、 データは通常、組織内のデータサイロに置かれており、データウェアハウス、従来の データベース、およびデータレイク (データの保存と処理に使用する中央のレポジト リ) に隔離されています。組織はこうしたサイロを解消し、特にデータサイエンティスト やデータエンジニアなどのユーザーが必要なデータに簡単にアクセスできるようにし たいと考えていますが、お客様はアクセスの簡素化と組織の最も価値ある資産の 1 つであるデータの保護の必要性を天びんにかける必要があります。

さらにお客様は、機械学習 (ML)、人工知能 (AI)、データ分析に必要なデータを包括 的に把握しておらず、こうした可視性の欠如が、データ主導の意思決定を可能にす る、企業によるデータファーストのモダナイゼーションの完了を妨げています。

確実にデータサイロを解消してデータを可視化できなければ、データサイエンティスト から経営幹部までの全員が必要なデータセットのすべてにアクセスすることが難しく なります。企業はデータを分析して自社に必要な有益な情報を引き出せるよう、先を 争ってデータサイエンティストやデータエンジニアを雇用していますが、そうしたペル ソナは本来の生産性をまったく発揮できていません。

全員の効率と生産性を向上させる必要がある


[image: image]


お客様は分散したインフラストラクチャにそのようなサイロ化された多種多様なデータ を保存しているため、必要なデータへのアクセスは、データサイエンティストやデータ エンジニアが直面する最初の問題にすぎません。データサイエンティストやデータ エンジニアは、実際にデータの分析を開始する前に、データの再フォーマット、セカン ダリシステムへのデータのコピー、重複排除のための手動でのデータの標準化 (ま たはクレンジング) など、多数の準備段階を踏まなければなりません。

このような問題があるとデータ分析に時間がかかり、お客様はデータの有益な情報 をすばやく取得して処理することができません。そして CIO と CTO は、テクノロジー (このケースではデータ分析) を活用してビジネスと運用の面で求めている成果を達 成するという目標を果たせないのです。

組織はロックインを回避する必要がある
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お客様によっては、すべてのデータをパブリッククラウドに移行することが解決策にな り得ると考えている場合がありますが、大量のデータを移行することはできないうえ、 移行できるデータに関しても長期間にわたるデータ移行と複雑なアプリケーションの 書き換えが必要です。

またパブリッククラウドにデータを移行すると、さらに運用モデルが増えることがある うえ、ベンダーロックインによって独自仕様のシステムを使用せざるを得なくなる恐れ があります。データサイエンティストやデータエンジニアは、自由にツールを使用でき なくなってさらに生産性が低下する可能性がありますが、たとえば、データサイエン ティストが独自仕様のシステムでサポートされていないオープンソースツールを使用 したいと考えているかもしれません。

その一方、多くの組織は、データサイロの解消を可能にするオープンソースのテクノ ロジーを最適に組み合わせようとしたときに起きやすい複雑化の問題に対処する準 備ができていません。ただし、そのようにしてテクノロジーを組み合わせなければ、組 織は複数のシステムを使いこなさなければならなくなり、データチームと作業チーム がサイロ化されて生産性が低下してしまいます。

ソリューション
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では、企業がこのような問題を解決してデータから真の価値を得られるようにするに はどうすればいいのでしょうか。

企業は、データを単一のプラットフォームにまとめてデータサイロを解消する必要が ありますが、このようなプラットフォームは、ベンダーロックインを回避してお客様が希 望するツールを自由に使用できるようにする、オープン標準をベースとしたものであ ることに加え、ハイブリッドクラウド環境をサポートするように構築されたクラウドネイ ティブプラットフォームであるべきです。

このようなデータ分析プラットフォームは障害を取り払い、データサイエンティストと データエンジニア間のコラボレーションを可能にして生産性を向上させます。そうする とお客様は、より的確かつ迅速にビジネス上の意思決定を下すのに役立つ、さらに 質の高いデータと有益な情報を得られるようになります。

スムーズなデータアクセス
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HPE Ezmeral Data Fabric は、お客様がデータのアクセスと分析の問題を解決でき るようサポートする設計となっています。

HPE Ezmeral Data Fabric は、すべての企業データをサポートする非常にスケーラ ブルなグローバルプールを構築します。このファブリックを構成するノードは、必要に 応じてエッジからクラウドまでのあらゆる場所に配置できますが、管理者には、グ ローバルに分散されたデータが実際どこにあるのかにかかわらず、それらのデータ の単一の論理ビューが表示されます。

また、「非常にスケーラブル」というのは誇張ではなく、たとえば、従来の Hadoop (ビッグデータアプリケーション) は 1 億～2 億個のファイルしかサポートしていません が、HPE Ezmeral なら、10 年分以上のデータを保存しておきたいと考えているお客 様にとっては必須の要件とも言える、数兆個のファイルを保存することが可能です。 さらに HPE Ezmeral Data Fabric は、従来の Hadoop のアプローチより、そして実 際にはその他のあらゆるアプローチよりスケーラブルで高いコスト効果が得られる設 計となっています。

HPE Ezmeral Data Fabric は、企業のあらゆるアプリケーションとワークロードをサ ポートするグローバルデータプールを構築し、ファイルからデータテーブル、リアルタ イムのデータストリーム、コンテナのボリュームまで、多種多様なデータタイプを保存 することが可能です。また、ファブリックレベルでさまざまなアクセス方式をサポートし ます。ファブリックは、それぞれが別の用途に最適化された、複数の種類のドアとドッ キングステーションがある倉庫のようなものと考えてください。多くの企業は運用デー タベースにデータを保存しており、低レイテンシのトランザクションを処理した後、その データを別の場所にコピーして分析しなければなりませんが、HPE Ezmeral Data Fabric には、低レイテンシの運用データベースの機能が組み込まれています。また それと同時に、HPE Ezmeral Data Fabric はすぐに分析を行える状態になっており、 分析アプリケーションに適したアクセス方式をサポートしています。

HPE Ezmeral Data Fabric は、お客様のデータを完全かつアクセス可能な状態で維持 するのに必要なエンタープライズグレードの信頼性とデータ保護機能も備えています。

データを統合して分析機能を構築


[image: image]


HPE Ezmeral Data Fabric は、HPE Ezmeral Unified Analytics と HPE Ezmeral ML Ops でデータサービスの基盤を構築します。

HPE Ezmeral Unified Analytics は、ハイブリッドクラウド環境に最適化された、クラ ウドネイティブの分析およびデータレイクハウスソリューションであり、企業におけるレ ガシーデータアプリケーションの最新化と展開の迅速化をサポートします。また、 Apache Spark (データ分析エンジン) を使用している企業は、HPE Ezmeral Unified Analytics を活用して Apache Spark のレイクハウスをスケールアップできます。

これらの機能をベースとする HPE Ezmeral ML Ops は、自動化された高速 ML でデー タサイエンスチームのコラボレーションを容易にするとともに、プロセスを標準化して、 ML のワークフローを構築、トレーニング、展開、監視するための事前パッケージ済み のツールを提供します。つまり、HPE Ezmeral ML Ops は AI/ML プロジェクトを加速さ せ、お客様がそれらのプロジェクトからすばやくメリットを得られるようにします。

HPE Ezmeral Unified Analytics


▪最新の高速データ分析プラットフォームを提供

▪HPE Ezmeral Runtime Enterprise と HPE Ezmeral Spark Analytics のすべ てのコンポーネントを含む

▪コア単位のライセンス (およびコアあたり 2TB)

▪オプションのアドオン:

•Apollo 2000、4200、6500、または Synergy 480 などの HPE のインフラス トラクチャ

•HPE Ezmeral External Kubernetes Cluster Management

•HPE Pointnext Services、または HPE パートナーのサービス

•HPE GreenLake の as a Service デリバリ



HPE Ezmeral Machine Learning Ops


▪自動化および高速化された ML を提供

▪HPE Ezmeral Unified Analytics のすべてのコンポーネント、および多数の AI/ML ツールとフレームワークを含む

▪コア単位のライセンス (およびコアあたり 2TB)

▪オプションのアドオン:

•Apollo 2000、4200、6500、または Synergy 480 などの HPE のインフラス トラクチャ

•Ezmeral External Kubernetes Cluster Management

•HPE Pointnext Services、またはパートナーのサービス

•HPE GreenLake の as a Service デリバリ



迅速な分析
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多くのお客様は、特別に設計されたクラウドネイティブアプリケーションでしかクラウド のメリットを得られないと考えています。HPE Ezmeral ソリューションは、従来の分析 アプリケーションを含むすべてのアプリケーションにクラウドの原理を取り入れている ため、開発者はアプリケーションを書き換える必要がなく、企業は、Splunk、Spark、 データベースなどのデータ量の多いワークロードを簡単に最新化できます。

HPE Ezmeral ソリューションは、アプリケーションのプロビジョニングにおいて、パ フォーマンスを犠牲にすることなくロックインも回避できる、クラウドのようなセルフ サービスのエクスペリエンスを提供します。そのため、Ezmeral を導入すればオンプ レミスのワークロードにセルフサービスのエクスペリエンスがもたらされ、オンプレミス のデータの分析結果を得るまでの時間が短縮されます。さらに HPE Ezmeral ソ リューションは、GPU 密度の高い HPE 製品の使用率を最適化することで分析を迅 速化します。また、お客様はオンプレミスのデータにクラウドの原理を適用できるため、 そのデータがパブリッククラウドに閉じ込められ、後で移動するときに高額なイーグレ ス料金を請求されることもありません。お客様は必要なアプリケーションを選択して 柔軟に使用できますが、このような柔軟性は、コミュニティとのコラボレーションやエク スペリエンスのカスタマイズを可能にする、オープンソースの Kubernetes によってさ らに向上します。

以下のセクションでは、HPE Ezmeral の迅速な分析について詳しく説明します。

セルフサービスのエクスペリエンス

HPE Ezmeral は、アプリケーションモダナイゼーション、AI/ML、分析、IoT、継続的 インテグレーション/継続的デリバリ (CI/CD) などのさまざまなユースケースに対応す る、事前構築済みのアプリケーションイメージの厳選されたアプリケーションストアを 提供します。開発者やデータサイエンティストは、Web UI での数回のクリック操作で 必要な環境をプロビジョニングできます。

GPU 最適化

HPE Ezmeral アーキテクチャーは、GPU 密度の高い HPE 製サーバーのリソースの 使用を最適化できるよう企業をサポートします。複数の GPU を搭載した 1 台のサー バーを単一のアプリケーションに割り当てる必要がなくなり、そのサーバーで複数の GPU 高速化アプリケーションを実行できるようになります。プラットフォームが、適切 なサーバー上で GPU を必要とするアプリケーションのスケジュール設定を行い、 GPU をアプリケーションに効率的に割り当てます。

選択肢と柔軟性

HPE Ezmeral ソリューションは幅広いアプリケーションをサポートしており、オープン な特性を有しているため、ユーザーは必要なアプリケーションやツールを追加できま す。HPE Ezmeral ML Ops プラットフォームには、UI からの数回のクリック操作で展 開できる、広く普及している ML ツール、ライブラリ、フレームワークの多くが含まれて います。

オープンソース

HPE Ezmeral ソリューションには、オープンソースの Kubernetes が組み込まれてお り、クラウドネイティブアプリケーションと非クラウドネイティブアプリケーションの両方 に、業界をリードするコンテナオーケストレーションソリューションのメリットをもたらし ます。また Ezmeral は、エッジからデータセンターコア、複数のパブリッククラウドまで のあらゆるインフラストラクチャで実行できます。

エンタープライズグレードの制御
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HPE Ezmeral は、起動した瞬間にプラットフォームとデータ全体にセキュリティを組 み込みます。HPE Ezmeral はマルチテナントアーキテクチャーとポリシーベースの制 御をサポートしているため、管理者はアプリケーションとデータを簡単に分離して各 ユーザーに適切な権限を割り当てることができます。また HPE Ezmeral ソリュー ションでは、お客様の既存の Microsoft Active Directory かサードパーティの LDAP ソリューションを活用できるため、ユーザーは既存の認証情報でログインして適切な 権限を得られます。

HPE Ezmeral ソリューションの販売で利益を得る方法
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HPE Ezmeral を販売すればビジネスを拡大する機会がもたらされ、お客様にハード ウェアとソフトウェア両方のソリューションを提案できるフルスタックベンダーになるこ とができます。利益率の高い Ezmeral ソリューションは十分な売上高をもたらし、 データ移行などの独自のサービスを追加すれば、その利益をさらに増やすことが可 能です。

HPE Ezmeral は、お客様が選択したワークロードを実行するためのプラットフォーム を提供します。プラットフォームが実装されると、お客様は新たなワークロードをプラッ トフォームに移行して追加することができます。お客様と密に連絡を取り合って、プ ラットフォームを拡張する方法、タイミング、理由をいつでも説明できるようにすること により、パートナーの皆様は契約を勝ち取っています。お客様はワークロードを簡単 に拡張して新たなプロジェクトをすばやく開始でき、パートナー様は売上高を増やせ ます。

Ezmeral の販売に力を入れている HPE は、財務面でその取り組みサポートしており、 HPE Ezmeral ソリューションを販売したパートナー様にインセンティブを支払うことが 可能です。詳細については、担当のパートナービジネスマネージャー (PBM) にお問 い合わせください。

学習チェック

HPE Ezmeral ソリューションは、どのような方法でお客様がデータの価値を引き出せ るようにしますか(1 つ選択してください)。


	お客様がワークロードをクラウドに移行し、データの近くに配置できるように サポートする。


	1 つのデータアクセス方法をサポートすることで、プロセスを簡素化する。


	単一のグローバルプール内でデータを一元化できるようにサポートする。


	SAN に保存されているボリュームに対し、ワークロードベースのアクセラ レーションを行う。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE Ezmeral ソリューションは、どのような方法でお客様がデータの価値を引き出せ るようにしますか(1 つ選択してください)。


	お客様がワークロードをクラウドに移行し、データの近くに配置できるように サポートする。


	1 つのデータアクセス方法をサポートすることで、プロセスを簡素化する。


	単一のグローバルプール内でデータを一元化できるようにサポートする。


	SAN に保存されているボリュームに対し、ワークロードベースのアクセラ レーションを行う。




トピック 2: HPE データ分析の販売機会の確認
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このトピックでは、販売機会を認識して確認する方法に加え、HPE Ezmeral ソリュー ションについてお客様に説明する方法を見ていきます。

3 つの一般的な推進要因に耳を傾ける
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お客様と会うときは、HPE Ezmeral の潜在的な販売機会を示している可能性がある 3 つの一般的な推進要因に耳を傾けます。トピック 1 で学習したように、企業はまず、 オンプレミス、クラウド、エッジの複数のサイロに置かれているデータへのアクセスを 簡素化する必要があります。2 つの目の推進要因は、1 つ目の推進要因と密接につ ながり合っており、企業は過負荷状態のデータサイエンティストやデータエンジニア が生産性を高められるようにしたいと考えていますが、そのためにはデータへのアク セスを簡素化することが重要です。

そして最後に、企業はロックインを排除して独自仕様のアプリケーションやシステム から脱却したいと考えています。

対象となるお客様を特定する
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業界を問わず、どの組織もデータ分析に関して同じような問題に直面しているため、 HPE Ezmeral の対象となるお客様を特定するのは簡単です。これに関しては、IT キャパシティとデータ分析のスキルが不足しているお客様を探している場合に特にそ のように言えます。多くの企業は、ニーズに合ったリソースと人員を確保することに苦 労しており、そのようなリソースや人員の不足がもたらす悪影響を目の当たりにして います。

見込み客は、オンプレミスシステムへのハイパフォーマンスなデータ転送と接続を必 要としているうえ、データ制御を維持し、データの局所性を確保するためのジオフェン シングをはじめとする、GDPR などの規制に準拠しなければなりません。またこのよ うなお客様は、クラウドに移行できないカスタムアプリケーションや自社開発製品を 使用している可能性があります。手短に言うと、データ管理、規制への準拠、および 処理を簡素化して既存のプロジェクトと新たなプロジェクトをすばやく進めたいと考え ています。

HPE Ezmeral の主なユースケースを探し求める
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HPE Ezmeral の販売で成功を収めるには、最も重要なユースケースを正しく認識し ておく必要があります。皆さんは、お客様がレガシーの Hadoop ビッグデータソリュー ションを最新化して迅速に成果を得られるようにサポートするとともに、AI/ML の活用 に向けた変革を後押しすることができます。特に Cloudera を利用しているお客様は、 最適なターゲットになります。GPU により、AI/ML ワークロードやディープラーニング (DL) ワークロードの処理を高速化する必要があるお客様も対象となります。また、 データ主権の問題への対応に苦慮しているお客様にも適しています。

以下のセクションでは、主なユースケースについて詳しく説明します。

レガシーHadoop の最新化

Hadoop プラットフォームを利用している一方で、データ分析の拡張や高速化を必要 としているお客様を探します。

こうしたお客様は、何らかの AI/ML プロジェクトに着手しようとしており、既存のプラッ トフォームでこうしたニーズにどこまで対応できるか懸念を抱いている可能性があり ます。

また、AI/ML を導入したものの、標準化、自動化、本格展開に苦労しているお客様も います。

Cloudera を利用しているお客様の移行

Cloudera を利用しているお客様は、サポートレベルの持続可能性に加え、自社が先 進的なソリューションや革新的なソリューションを提供できるかどうかという点に不安 を持ち続けています。

お客様が Cloudera を利用している場合、このような不安が絶好の機会となり、HPE Ezmeral がどのようにお客様のニーズに適合するのかを示すことができます。

データサイエンスや AI/ML/DL に合わせた GPU の最適化

データサイエンスや AI/ML/DL ワークロードの処理時間を短縮したいと考えているお 客様を探します。こうしたお客様は、そのためにインフラストラクチャの更新を考えて いるか、既存のリソースを有効活用する方法を探している可能性があります。

データ主権の問題に対応

環境のプロビジョニングにはクラウドのエクスペリエンスが必要になるものの、データ の主権は維持し、データをクラウドに移行することは避けたいという、よくあるジレン マを抱えているお客様を探します。特に政府機関、医療機関、金融機関のお客様は、 データ主権について懸念している可能性がありますが、どのお客様も同様の懸念を 抱いている可能性があります。

HPE Ezmeral は、クラウドのようなプラットフォームを提供する一方で、お客様が データをオンプレミスで維持し、その管理下に置くことができます。

ペルソナの希望とニーズを把握する
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HPE Ezmeral の販売機会を模索するときは、企業のデータファーストのモダナイ ゼーションで重要な役割を果たす意思決定者に重点を置くべきです。そしてこのよう な意思決定者と話をするときは、特にデータから価値を得るための企業の取り組み に関連する職務の把握に努めるとともに、時間をかけて現在使用しているツールに ついて質問することでその情報を得る必要があります。そうすれば会話をリードし、 HPE Ezmeral とお客様が現在使用しているツールをどのように統合できるのかを示 せます。

では、このような主要な意思決定者が抱える課題を見ていきましょう。

データエンジニアとデータサイエンティストの課題
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データエンジニアは、データを利用してパイプラインを構築し、分析ユーザーとデータ サイエンティストの接続ポイントを作るチームメンバーです。データエンジニアは、イ ニシアチブの戦略や全体的な方向性を決定し、購入の意思決定に影響を与えること もあります。

データサイエンティストはデータを分析し、実用的かつ有益な情報を得るために適切 なデータセットと変数を探し出そうとします。データサイエンティストは、特定の IT プロ ジェクトで自身の予算を管理することもあれば、購入の意思決定に影響を与えること もあります。

データエンジニア


▪分析を開始する前にデータを再フォーマットするかシステム間で移行する必要 がある

•データグラビティの問題とモデルごとに異なるタイミングや IT プロセスによ り、クラウドへのデータの移行が問題になる可能性がある

•パブリッククラウドのデータ移行のコストも問題になる可能性がある

▪クラウドからオンプレミスへのデータの移行が必要になる場合がある

▪AI/ML のデータのロジスティクスとサポートに効率的に対処しながら、データの 管理、保存、別のチームやプロセスへのプロビジョニングをより効率的に行える 方法を探している



データサイエンティスト


▪データグラビティとさまざまな運用モデルを使用していることが原因となり、有意 義なデータを特定することに苦労している

▪以下の方法を探している

•必要なツールを環境に導入する

•モデルをシームレスに実装に移す

▪データによりすばやくセキュアにアクセスできるようにする必要がある

▪必要なときにオンデマンドで GPU を提供することに苦労しているものの、それを 求められることが多い



IT 運用担当者と経営幹部の課題
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HPE Ezmeral の販売機会を追求するときには、おそらく IT 運用担当者とやり取りを することになります。IT 運用マネージャーは、変更やイニシアチブの実施と管理の方 法を決定する人物であり、実装によって新たなテクノロジーについての学習が必要に なったり、既存の顧客が別のソリューションや特定のベンダーに移行してしまったりし ないかということに懸念を持っています。

さらに、経営幹部とのやり取りが必要になることもありますが、経営幹部は、IT 投資 によって実際に利益が得られていることを示せなければならないため、TCO の低減、 売上高、ROI、利益、ビジネスの成長を重視します。また、単に既存のエコシステムを 維持するのではなく、より大きな成果が得られるように IT リソースを使用したいと考 えています。

IT 運用担当者


▪さまざまなチームの確実かつ効率的な方法でのプロビジョニングと複雑な移行 をサポートできるかどうかに懸念を持っている

▪ユーザーの需要への対応に苦労している

▪サイロ化された環境と手動のプロセスに懸念を持っている

▪複数のユーザーグループにセキュアなデータアクセスを提供し、適切に運用で きるようにする必要がある



経営幹部


▪幅広いユースケースとさまざまなタイプの AI およびデータユーザーに対応でき るオープンなプラットフォームを必要としている

▪コストの低減、効率の向上、拡張性、エンタープライズセキュリティを優先する

▪TCO を減らしたいと考えている



ニーズを見極めるための質問
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お客様と会うときは、前述の 3 つの主な推進要因に重点を置いて会話を始めるとい いでしょう。たとえば、「どのようにしてすべてのデータアナリストとデータサイエンティ ストが必要なデータセットにアクセスできるようにしていますか」、「データアナリストと データサイエンティストが生産性を高められるよう、どのようにしてエクスペリエンスを 簡素化していますか」、「どのようにしてコストのかかるベンダーロックインを回避しな がら、オンプレミス、エッジ、クラウドでデータセットを同期していますか」といった質問 をお客様にしてみます。

ニーズを見極めるための質問としては、他に次のようなものがあります。

スケジュール


▪移行の概算時間について教えてください。

▪たとえば、お客様は概算時間を見積もっている段階の場合もあれば、12 か月の 延長について決定を下していない場合もあります。そのような場合には、売り込 みではなく情報の提供に重点を置いて共通のビジョンを伝えます。



ペルソナ


▪お客様の組織にはどのようなペルソナがいますか。

▪シニアデータアナリストについて教えてください。シニアアナリストは何人います か。シニアデータアナリストはジュニアデータアナリストとどのように連携してい ますか。

▪チームは個別に作業していますか。それとも共同で作業していますか。



ツールとテクノロジー


▪オープンソーステクノロジーの導入を検討したことはありますか。

▪クラウドネイティブ導入はデータモダナイゼーションプロセスでどのような役割を 果たしますか。



HPE Ezmeral のビジョンを明確に示す
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主要な意思決定者と話をするときは、HPE Ezmeral ソリューションの価値について説 明し、それによってそれぞれの意思決定者が直面する問題がどのように解決される のかを伝えられるようにしておく必要があります。

データサイエンティストやデータエンジニアと話をするときは、HPE Ezmeral ソリュー ションによって任意のツールで必要なデータに簡単にアクセスできるようになるという ことを強調します。データサイエンティストやデータエンジニアは、独自仕様のソ リューションを使用しなくて済むようになります。また、HPE Ezmeral ソリューションが クラウドのようなエクスペリエンスをもたらすということを説明します。データサイエン ティストやデータエンジニアは、数日から数週間待つのではなく、任意のツールとフ レームワークだけで数分のうちにテストまたは本番環境をセルフサービス化できます。 さらに、こうしたセルフサービス環境では、一元的なソース管理およびデータを活用 するため、サイロ、一貫性のない環境、データセットの不整合に頭を悩ませる必要が なくなります。またデータエンジニアは、データ移行のコストや作業の発生を心配しな くて済むようになります。

IT 運用担当者に関しては、オンプレミス、クラウド、およびエッジ環境全体での一貫し たエクスペリエンスの実現を容易にする HPE Ezmeral ソリューションの仕組みに重 点を置きます。繰り返しになりますが、IT 部門は、サイロ化されたデータ環境や複雑 な抽出、変換、ロード (ETL) プロセスを管理しなくて済むようになり、IT 運用担当者 は、エッジ、コア、クラウドにわたる一貫性のあるデータファブリックでデータをスケー ルアウトできます。お客様が最新の Hadoop ソリューションを使用している場合は、 既存のデータソースを活用できることから、IT 部門が新しいプラットフォームを稼働さ せるためにデータを再複製しなくて済む、HPE Ezmeral の仕組みについて説明しま す。そして何より、ユーザーは統合プラットフォームからそのデータにアクセスできる ようになります。また、HPE Ezmeral ソリューションのエンタープライズグレードのセ キュリティ、アクセス制御、ガバナンス、および監査機能によってどのようにリスクが 軽減されるのかも示します。

経営幹部と話をするときは、HPE Ezmeral ほど効果的なソリューションはないという ことを強調し、企業がすでに Hadoop に保存されているデータなどの既存の投資を 活用してその価値を高められるようにする、HPE Ezmeral ソリューションの仕組みに ついて説明します。さらに、データサイエンティストとデータエンジニアの生産性が向 上し、自社のデータからより迅速かつ簡単に価値を引き出すことが可能になります。

また、多くの経営幹部がベンダーロックインを回避したいと考えているため、HPE Ezmeral が多種多様なユースケースと AI/ML フレームワークをサポートするオープン なプラットフォームであることを確実に伝えます。

学習チェック

HPE Ezmeral ソリューションを販売するのに適したお客様の特性はどれですか。


	ストレージソリューションのプロビジョニングに必要な時間を短縮したいと考 えているお客様。


	リモートワーカーをサポートするための従量制課金モデルを探しているお 客様。


	どのワークロードをオンプレミスまたはクラウドで実行するか判断する際に サポートを必要としているお客様。


	データエンジニアの生産性を向上させたいと考えているお客様。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE Ezmeral ソリューションを販売するのに適したお客様の特性はどれですか。


	ストレージソリューションのプロビジョニングに必要な時間を短縮したいと考 えているお客様。


	リモートワーカーをサポートするための従量制課金モデルを探しているお 客様。


	どのワークロードをオンプレミスまたはクラウドで実行するか判断する際に サポートを必要としているお客様。


	データエンジニアの生産性を向上させたいと考えているお客様。




トピック 3: ケーススタディ
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ここからは、HPE Ezmeral がどのように企業の ML の取り組みを後押しして ML プロ グラムを初期段階から本格運用に移行させ、実際に利益をもたらすのかがわかる ケーススタディを見ていきます。

なお、この事例は HPE のお客様の実際の経験に基づいていますが、お客様は匿名 としています。

出発点
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あるグローバルプロフェッショナルネットワーキングサービスプロバイダーは、労働市 場が急速に変化しつつあることに気付きました。かつては就職難で雇用主は一番優 秀な候補者を雇用できていましたが、デジタルトランスフォーメーションによって市場 が変化したことで力関係は変わりました。この企業は、雇用主と従業員両方の個人 に重点を置くのが最適なアプローチであること、そして雇用主が効率的かつ公平な 方法で新たな人材を見つけるのに役立つ人工知能に投資すれば最高の成果を得ら れるということをわかっています。

目標
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この企業は、求職者がすぐに採用担当者の目に留まるよう、絶えず分析モデルをト レーニングして最適なプロフィールが示されるようにしています。雇用主に関しては、 この企業のマッチングソフトウェアによって候補者の経験、スキル、職歴の分析、現 在の状況の問い合わせ、および企業側への最適な候補者の通知が自動的に行わ れます。

この企業は、このようにして雇用主が従来の採用プロセスよりはるかに短期間で欠 員を補充できるようにするとともに、インクルージョンとダイバーシティにも力を注いで います。誰もが平等に職を得られるわけではありませんが、この企業は、人工知能 によって組織が公平なアプローチで適切なスキルを持った人材を探すと同時に性別 や人種などを問わないチームを作り、ジェンダー平等を維持してインクルージョンを 促進できるようになると考えています。

この企業がこうした目標を達成するには、分析のために常に膨大な raw データにア クセスできるようにする、安定性と拡張性に優れた管理しやすい環境が必要です。

課題
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この企業は、アルゴリズムを活用して個人と組織両方のサブスクライバーに実用的 な提案を行っています。この企業のアナリスト、データサイエンティスト、開発者がこ れらのアルゴリズムをトレーニングするには、分析のための関連データが必要です が、これらのスペシャリストが膨大な raw データから適切なデータをすばやく効率的 に抽出できるようにすることが課題でした。このようなデータレイクには、メンバーや 企業概要などの構造化データだけでなく、JSON から ZIP ファイル、写真までのさま ざまな形式の半構造化データと非構造化データも含まれており、それらすべてがパ フォーマンスを低下させる原因となっていました。

ネットワークファイルシステム (NFS) ストアやリレーショナルデータベースなどの従来 型のソリューションは、柔軟性、パフォーマンス、コスト効率の点でこの企業の要件に 対応しておらず、ビジネスインテリジェンス (BI) チームは、市場のどのオープンソース データ管理ソフトウェアもエンタープライズ対応ではないという結論を下しました。

HPE のソリューション
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この企業の期待を十分に満たすソフトウェアソリューションは、HPE Ezmeral Data Fabric 以外にありません。また HPE Ezmeral Data Fabric は、この企業がデータプ ライバシー法に従って顧客のデータを分離するのに必要なマルチテナンシー機能を 備えた唯一のソフトウェアソリューションです。

この企業のデータレイクには、パフォーマンスを低下させる原因となっていた小さい ファイルが非常に多く含まれていますが、HPE Ezmeral Data Fabric は、この企業の データソースのすべてを統合する論理レイヤーを構築することにより、パフォーマン スの問題を克服します。そしてこの企業の BI チームは、HPE Ezmeral Data Fabric で提供されるファイルシステムが使いやすいことに気付きましたが、このファイルシス テムは、スナップショットからバックアップメカニズムまで、多種多様なワークロードに 対応します。

成果
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HPE Ezmeral Data Fabric により、このお客様は当初の目標を達成するとともに、 オーバーヘッドを低く抑えつつ新たなプロジェクトの運用をスムーズに開始するため の準備を整えることができました。この企業の従業員は、データプロビジョニングのコ ストを削減しながら、使いやすく効率的なソリューションのメリットを得ています。

以下のセクションでは、この企業の HPE Ezmeral Data Fabric ソリューションがもた らした成果の詳細を示します。

スムーズな開始、オーバーヘッドの低減


▪HPE Ezmeral Data Fabric は、お客様に強力でスケーラブルなコスト効率の高 いデータ管理ソフトウェアソリューションを提供します。

▪この企業は、1 つの場所でデータの取り込み、保存、管理、分析を行うことがで きます。

▪管理とメンテナンスの時間が 20%短縮されました。



使いやすく効率的


▪従業員は、データレイクへのセルフサービスアクセスによってユースケースや分 析結果をすぐに調べることができます。

▪従業員は、それぞれのユースケースで別のクラスターを使用しなければならな いことはなく、単一のクラスターで複数のユースケースを実行できます。

▪新入社員は HPE Ezmeral Data Fabric を直感的に使用できます。

▪この企業は、データソースのアクティブ化に必要な時間を丸 1 日から数分にま で短縮しました。

▪従業員はすぐにビジネスケースを調べることができます。



データプロビジョニングのコストの削減


▪HPE Ezmeral Data Fabric は、負荷の高い raw データの処理を引き受けます。

▪データレイクで raw データを維持することにより、この企業はかなりのコストを削 減しています。

▪データレイクで膨大な raw データを維持することにより、この企業のデータウェ アハウスの潜在的なオーバーランやパフォーマンス障害が回避されます。



次のステップ
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このモジュールで学習したように、それぞれの意思決定者に HPE Ezmeral の価値を 明確に示すことができれば成約につながりやすくなりますが、デモを行えば言葉だけ では伝わらない部分でお客様にさらに納得してもらえます。独自の概念実証 (PoC) 環境がない場合は、HPE Demonstration Portal を利用できます。HPE Partner Portal からこのポータルを開いて Ezmeral を検索すると、各種のライブデモおよび録 画デモのオプションが表示されます。

また、HPE Ezmeral ソリューションの成約率を高めるために、HPE のその他のツー ルや資料も活用するようにしてください。これに関しては、HPE Sales Pro や Tech Pro で追加資料を入手したり、Seismic で Ezmeral 関連の最新情報を取得したりす ることが可能です。

現場に出て販売機会の見極めを始めたときに、パートナービジネスマネージャー (PBM) または地域の HPE 営業担当者に次のステップについて相談することも可能 です。ソフトウェア市場は一部のパートナーには馴染みがないかもしれませんが、 HPE は十分な専門知識を獲得してきており、この将来有望な市場に進出するパート ナーを支援したいと考えています。

またその一方で、見込み客との話し合いに向けて HPE Ezmeral と集中戦略の価値を ホワイトボードに書き出したり、HPE Ezmeral のビジョンを示したり、会話の中に将来 のお客様のビジネス推進要因、目標、課題を組み込んだりといったことを練習します。


モジュール 4: HPE コンピュートソリューション
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モジュール 4: HPE コンピュートソリューション

トピック 1: お客様の課題を把握する
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お客様によっては、プロセッサー、GPU、ハードドライブなどのコンポーネントの比較 だけをしてコンピュートやサーバーを購入しようとする場合があり、それに応じる営業 担当者もいますが、このトピックで説明するように、お客様はコンピュートに関する決 定を簡単に下すわけにはいきません。お客様の信頼できるアドバイザーとして、パー トナー様はデータファーストのモダナイゼーションの完了をサポートするコンピュート ソリューションを提案できます。

お客様はコンピュートを見過ごしてはならない
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お客様とデータファーストのモダナイゼーションについて話をするときは、自然とスト レージが話題の中心になることがあるため、場合によっては話をコンピュートの方向 へと導き、データファーストのモダナイゼーションではコンピュートを選択することがき わめて重要であるということをお客様に理解してもらう必要があります。

結局のところ、コンピュートはビジネスを支えるアプリケーションの原動力であり、そう したアプリケーションは完璧に動作して、ユーザーが求める高いパフォーマンスと信 頼性を提供するものでなければなりません。

さらにコンピュートはユーザーのアプリケーションとデータをつなぎ、お客様による データの分析を加速させます。イノベーションを促進してお客様に高い競争力をもた らす有益な情報は、組織のデータの中に閉じ込められており、組織が持つデータが 多いほど、高度なデータ分析の必要性が高くなります。そして人工知能 (AI) や機械 学習などのデータ分析を加速させるツールは、高速化されたコンピュートに支えられ ています。

簡単に言うと、コンピュートは組織のデータから価値を引き出すのに欠かせないもの なのです。

データとコンピュートはエッジに移行しつつある
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モノのインターネット (IoT) デバイスが急増する中、お客様はデータが生成される場 所も移行しようとしており、Gartner 社によると、2025 年までに企業が管理するデー タの 50%超がデータセンターまたはクラウド以外で生成されて処理されるようになり ます(Gartner 社、『2022 年の Gartner の予測: 分散型エンタープライズがエッジへの コンピューティングの移行を促進』、Channel Futures の報告「変わりつつあるエッジ コンピューティングの未来」より、2021 年 11 月 22 日)。

このような移行が進むと、お客様は、クラウド、データセンター、エッジなどのあらゆる 場所にデータが保存される、高度に分散された環境を管理しなければならなくなるう え、可能な限りユーザーとトランザクションの近くでアプリケーションを提供しながら、 ユーザーが必要とする高いパフォーマンスと組織が必要とするセキュリティを実現す る能力を求められるようになります。

お客様にリスクをもたらすサプライチェーン攻撃とファームウェア攻撃
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多くの組織は、サイバー攻撃が年々増加し、さらに高度化して検出するのが難しくな ると見込んでいます。

その中でも特にランサムウェア攻撃が増加しつつあり、紙面を賑わしているように思 われますが、データ侵害の年間被害額に関するレポートの 2022 年版によると、ラン サムウェアは侵害の 11%を占めています(『2022 年データ侵害被害額レポート』、 IBM Security)。

サプライチェーン攻撃は、データ侵害被害額レポートの 2022 年版で初めて取り上げ られましたが、19%もの企業がこうした攻撃の被害に遭ったと報告しており、ランサ ムウェア攻撃より起きる可能性が高くなっています。

ファームウェアはサプライチェーン攻撃などのサイバー攻撃の格好の標的となってお り、実際、「Cybersecurity and Infrastructure Security Agency (CISA) が公開して いる既知のエクスプロイトされた脆弱性のうち、ほぼ 4 分の 1 をデバイスソフトウェア とファームウェアアカウントが占めています」(「ファームウェアはあらゆる場所に存在 するため、セキュリティもあらゆる場所に必要」、VentureBeat、2022 年 10 月 4 日)。 そしてそれを受けて、米国などの政府機関はファームウェア攻撃に関する警告を出し、 従来のセキュリティソリューションより先に実行されることから、ファームウェアは特に 攻撃に対して脆弱であると指摘し始めました。

お客様は、これ以上脆弱性の話を聞きたくないと思う一方、サイバー攻撃の被害者 として紙面を賑わしたいとも思っていませんが、この後のトピック 2 で説明するように、 HPE はサプライチェーン攻撃とファームウェア攻撃の両方からお客様を守ることがで きます。

コンピュートソリューションは今日の課題に対応するものである必要がある
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お客様は、これまでにない新たな課題に直面しています。高度に分散された環境の 膨大なデータを処理しようと試みるのは始まりにすぎず、ほぼリアルタイムでそうした データを分析してそこから有益な情報を引き出す方法を見つけなければなりません。

またお客様は、これまでより具体的な要件のある要求の厳しいワークロードを実行す るのに必要なパフォーマンスに優れたプラットフォームを構築しようとしており、テクノ ロジーがあらゆる面で進化する中、企業は増大するセキュリティリスクから自社を守 りながらより複雑な問題に対処していかなければなりません。

急速に進化する世界では、コンピュートを進化させてお客様がこのような課題に対応 できるようにサポートする必要があります。

学習チェック

コンピュートソリューションの変革が必要なのはなぜですか(3 つ選択してください)。


	お客様のデータとアプリケーションのセキュリティリスクが増大しているた め。


	組織が機械学習や人工知能を使用するアプリケーションの展開に慎重に なっているため。


	お客様の環境が高度に分散されており、エッジからクラウドまでのあらゆる 場所でデータの保存と処理が行われているため。


	アプリケーションの要求が厳しくなっており、要件がより具体的になっている ため。


	お客様がパブリッククラウドに移行するデータが増えるのに伴ってお客様の 環境がシンプルになっているため。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

コンピュートソリューションの変革が必要なのはなぜですか(3 つ選択してください)。


	お客様のデータとアプリケーションのセキュリティリスクが増大しているた め。


	組織が機械学習や人工知能を使用するアプリケーションの展開に慎重に なっているため。


	お客様の環境が高度に分散されており、エッジからクラウドまでのあらゆる 場所でデータの保存と処理が行われているため。


	アプリケーションの要求が厳しくなっており、要件がより具体的になってい るため。


	お客様がパブリッククラウドに移行するデータが増えるのに伴ってお客様の 環境がシンプルになっているため。




トピック 2: HPE コンピュートソリューションの価値の売り込み
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HPE は、マイクロサーバーからハイパフォーマンスコンピューティング (HPC) ソ リューションまで、さまざまなサーバーを提供していますが、このトピックでは、HPE の中核的なコンピュートソリューションである HPE ProLiant サーバーの価値の売り 込みに焦点を当てます。

HPE ProLiant サーバーソリューションが選ばれる理由
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お客様に会う準備をするときは、HPE がどのように自社のサーバーと競合製品を差 別化しているのかを理解しておくと役に立ちます。

HPE ProLiant サーバーはハイブリッドクラウド環境向けに設計されており、お客様が データの生成場所となるエッジでコンピュートを提供できるようサポートします。2022 年 11 月に発表された HPE ProLiant Gen11 によって HPE ProLiant サーバーはさ らに機能強化され、お客様が求める直感的なクラウドオペレーションのエクスペリ エンスを提供できるようになりましたが、HPE は新しいインフラストラクチャ保護機能 を提供し続けており、HPE ProLiant サーバーは信頼できるセキュリティバイデザイン を実現し続けています。

組織は非常に具体的な要件のある要求の厳しいアプリケーションを実行しているた め、HPE ProLiant サーバーは各ワークロードに最適なパフォーマンスを提供するよ うに設計されています。

それぞれの差別化要因については、次のスライドで詳しく見ていきます。

直感的なクラウドオペレーションのエクスペリエンス
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HPE は、HPE GreenLake for Compute Ops Management によって直感的なクラウ ドオペレーションのエクスペリエンスを実現します。この直感的なコンソールは、HPE の従来のコンピュートソリューションを使用する客様だけでなく、(モジュール 5 で詳し く説明する) HPE GreenLake ソリューションを使用するお客様も利用することが可能 です。

HPE GreenLake for Compute Ops Management は、クラウドのシンプルさでコン ピュートのライフサイクル管理を最新化すると同時にサーバーの管理を一元化する ことにより、お客様のサーバーをグローバルに可視化して有益な情報を提供します。 また、HPE GreenLake for Compute Ops Management が実現する広範な自動化 により、お客様はファームウェアアップデートなどの面倒な手動のタスクを減らすこと ができます。

シンプル

HPE GreenLake for Compute Ops Management でサーバーのライフサイクル管理 を簡素化


▪数千台の分散デバイスを簡単にオンボーディング

▪単一のコンソールからグローバルなサーバー環境の監視と管理を行い、エン タープライズセキュリティとコンプライアンスに準拠した一貫性のあるプロセスを 実現
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一元化

セルフサービスの運用を実現する中央のコンソールでコンピュートの管理を一元化


▪すべてのサーバーの稼働状況とファームウェアのステータスを表示

▪カーボンフットプリントレポートで持続可能性に関する新しい有益な情報を取得
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自動化

手動のプロセスを減らしてサポートを効率化


▪より迅速で簡単なサーバーのアップデート

•REST API がスクリプトによる一括アクションでサーバーをアップデートし、 ポリシーベースのファームウェアのコンプライアンスのベースラインを設定

▪自動化された監視と通知

•クリティカルな問題を即座に通知

•ハードウェア障害のケースを自動で作成してサポートをリクエスト
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HPE GreenLake for Compute Ops Management
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HPE GreenLake for Compute Ops Management により、管理者は自社のサー バーがどこにあっても管理でき、リモートサイトやエッジシステムからデータセンター、 ハイブリッドクラウドまでのあらゆる場所でデバイスのプロビジョニングと構成を行え ます。さらに、プロアクティブな通知とシンプルなセルフサービスオプションにより、企 業はわずか数回のクリックでワークロードを最適化すること可能です。また管理者は、 HPE ProLiant Gen11 から Gen10 や Gen10 Plus サーバーまで、さまざまな組み合 わせのプラットフォームを管理できます。

あらゆる業界や規模のあらゆる組織のニーズに対応する HPE GreenLake for Compute Ops Management を使用すれば、1 台のサーバーとほぼ同じように数千 台のサーバーを簡単に管理できます。

信頼できるセキュリティバイデザイン
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HPE は、マルウェアがお客様を攻撃してサーバーを侵害することがないよう、最初に セキュアサプライチェーンでインフラストラクチャのセキュリティを確保する必要がある ことをわかっており、Gen11 のリリースによってセキュア製造の範囲を広げてその対 象となるサーバーを増やしました。

プラットフォームに本質的にセキュリティを組み込む必要があることを理解している HPE は、Silicon Root of Trust (シリコンレベルの信頼性) で業界をリードしています。 すべての HPE ProLiant サーバーに組み込まれている Silicon Root of Trust は、シ リコンの不変の (または変更できない) ソースでサーバーを起動させるものであり、お 客様は HPE ProLiant サーバーが改ざんされたファームウェアで起動することがない とうことがわかるため安心感を得られます。

また、HPE ProLiant サーバーはプロセッサー認証をサポートしており、暗号によるプ ロセッサーの自己認証を可能にします。

では、サーバーの起動後にファームウェアマルウェアが侵入した場合はどうなるので しょうか。HPE ProLiant サーバーでは、ファームウェアだけでなく UEFI と BIOS も絶 えずチェックし、マルウェアが検出されたら、ファームウェアを直近の既知の「良好な」 状態にロールバックできます。

また HPE Gen11 により、HPE ProLiant サーバーでのストレージコントローラーとネッ トワークコントローラーのチェックも可能になりましたが、この機能については、次の スライドで詳しく見ていきます。

このスライドに示されているように、HPE のインフラストラクチャセキュリティは、サプ ライチェーンからファームウェア、プロセッサー、ドライバー、コントローラーまでの信 頼チェーンを構築します。そしてお客様は HPE GreenLake のセキュリティ保護によ り、オペレーティングシステムからアプリケーションにまでその信頼チェーンを広げる ことができます(HPE GreenLake については、モジュール 5 で詳しく説明します)。

信頼できるセキュリティバイデザイン: 高度なセキュリティ機能
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では、HPE ProLiant のいくつかの高度なセキュリティ機能について詳しく見ていきま しょう。

ゼロトラストセキュリティモデルでは、ユーザーとデバイスの認証と承認を行ってから ネットワークへのアクセスを許可する必要がありますが、HPE のゼロトラストアーキ テクチャーを利用するお客様は、HPE ProLiant サーバーの認証と検証を行うことが できます。このコースでは技術の詳細について解説しませんが、HPE ProLiant サー バーは、サーバーのアイデンティティを検証して、たとえば配送中に誰かにサーバー が改ざんされないようにする目的で使用できる、プラットフォーム証明書とセキュアデ バイス ID (iDevID) をサポートしています。また HPE ProLiant サーバーは、認証と 監視のもう 1 つのレイヤーを提供する業界標準である、Trusted Platform Module (TPM) もサポートしています。

さらに HPE Gen11 で HPE Integrated Lights-Out (iLO) 6 が更新され、新たなセキュ リティ機能が搭載されました。サーバー管理ツールである HPE iLO 6 では現在、スト レージコントローラーとネットワークコントローラーを認証して確実に監視し、HPE ProLiant サーバーによる保護を外部コンポーネントにまで広げることが可能です。

新しいセキュリティ機能ではありませんが、サーバーの安全な廃棄も注目すべき重 要なポイントであり、お客様はボタン 1 つで組織の機密設定をセキュアに消去して、 サーバーを安全に工場出荷時のデフォルト設定に戻すことができます。またこの機 能によって接続されているストレージがすべて消去され、企業はアメリカ国立標準技 術研究所 (NIST) の標準に準拠できます。

ワークロードに最適化されたパフォーマンス
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組織が実行する要求の厳しいワークロードが増えると、最適なコンピュートと高速化 されたコンピュートパフォーマンスが必要になりますが、HPE ProLiant Gen11 サー バーは、旧世代と比較して 2 倍の I/O 帯域幅で非常に要求の厳しいアプリケーション をサポートするとともに、CPU あたり 50%増のコアでさらなるワークロードのコンソリ デーションを実現します。また AI とグラフィックを多用するワークロードに関して、 HPE ProLiant Gen11 サーバーはサーバーあたり 33%増のハイパフォーマンスグラ フィックスプロセッシングユニット (GPU) 密度をサポートします。

パフォーマンスに優れたハードウェアプラットフォームに加え、HPE ProLiant サー バーは特定のワークロードに合わせてハードウェアを最適化する機能を提供します。 たとえば、Workload Matching (ワークロード最適設定機能) は特定のワークロード に合わせてサーバーを自動的に「チューニング」し、お客様がワークロードのプロファ イルを選択するだけで、サーバーが自動的に設定されてベストインクラスのワーク ロードパフォーマンスが実現します。

Workload Performance Advisor は、サーバーの主要なパフォーマンス測定基準を 監視し、選択した BIOS チューニング設定に関するアドバイスをリアルタイムでユー ザーに提供します。チューニングに関するアドバイスは、特定のワークロードを実行 する、実際に使用されているサーバーリソースに基づいて行われます。この機能は Workload Matching 機能をベースとしており、ユーザーはチューニングの設定を詳 細にカスタマイズできます。

またお客様は、HPE Right Mix Advisor を活用してワークロードを最適化できます。 HPE Right Mix Advisor は、各企業に固有のニーズに基づいて、パブリッククラウド に移行するのが最適なワークロードとアプリケーション、またはプライベートクラウド で維持すべきワークロードとアプリケーション、さらにはそれらのワークロードを移行 して最適な組み合わせのハイブリッドクラウドを実現する方法についてのアドバイス を提供します。そして HPE Pointnext Services のエキスパートがお客様側の IT チー ムと連携し、独自のツールと配置アルゴリズムを使用してデータを分析します。 それ により、最適なワークロード配置戦略、その実現に向けた段階的プラン、必要な専門 知識について客観的かつデータ主導のアドバイスを行います。

世界記録がパフォーマンスの高さを実証
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サーバー市場のリーダーである HPE は、お客様にとってパフォーマンスが重要であ ることを承知しており、パフォーマンス向上のために、あらゆる取り組みを行っていま す。HPE は、各種の評価基準で HPE のサーバーを個別にテストし、それらのサー バーでお客様が HPE に求める高レベルのパフォーマンスと信頼性を実現すると同 時にあらゆるワークロードを実行できるようにしています。

ただし、これは決して根拠のない主張ではなく、HPE 製サーバーは 43 の世界記録を 持っているのですが、HPE ProLiant Gen11 サーバーだけでこのスライドに示されて いるものをはじめとする 28 の新しい世界記録を樹立しています(HPE ProLiant Gen11 サーバーのベンチマークの詳細については、[リソース]タブの『ベンチマーク およびパフォーマンスガイド』をダウンロードしてください)。

これにより、HPE 製サーバーは、お客様が要求の厳しいワークロードを実行するのに 必要なパフォーマンスと拡張性を備えているという十分な証拠を示すことができます。

ニーズを見極めるための質問
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お客様と話をするときは、HPE の主な差別化要因の 1 つに焦点を当てて会話を始め ます。たとえば、HPE GreenLake for Compute Ops Management で得られる直感 的なクラウドオペレーションのエクスペリエンスについて話したいのであれば、「エッジ でどのようにコンピュートソリューションを管理していますか」と尋ねます。

また信頼できるセキュリティについて話したい場合は、「サイバー攻撃に関してどのよ うな懸念がありますか」、「IT インフラストラクチャが侵害された場合、お客様の組織 はどのように対処しますか」といった質問をします。

そしてワークロードに最適化されたパフォーマンスに対するお客様の関心が大きいと 思われる場合は、「最も重要なワークロードは何ですか」、「そのワークロードの提供 に関してどのような課題がありますか」といった質問をします。

ニーズを見極めるためのその他の質問


▪デジタルトランスフォーメーションの推進要因は何ですか。どのような障害に直 面していますか。

▪コンピュートソリューションの管理に関してどのような課題がありますか。

▪既存の IT ソリューションの管理や修正に注力する必要がなければ、IT 部門は 何に取り組むことができますか。

▪IT を活用したイノベーションと成長の促進に関してどのような課題がありますか。



対象となるお客様の特性
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お客様と話すときは、お客様が HPE GreenLake for Compute Ops Management や HPE ProLiant サーバーに適していることを示す特性に注目する必要があります。

以下のセクションでは、それぞれのソリューションの対象となるお客様を示します。

HPE ProLiant サーバー

HPE ProLiant サーバーの対象となるお客様には、次のような特性があります。


▪HPE の対象となるワークロードの少なくとも 1 つがお客様にとってきわめて重要

▪デジタルトランスフォーメーションを計画しているか、行き詰まっている既存のプ ロジェクトがある

▪おそらくデータ損失のインシデントが原因で総合的なセキュリティを優先している

▪IT 運用のコストが多すぎると言っている

▪既存の IT ではデータの増加に対応できない



HPE GreenLake for Compute Ops Management

HPE GreenLake for Compute Ops Management の対象となるお客様には、次の ような特性があります。


▪分散した大規模環境

▪エッジ拠点: 分散したサイトやリモートサイト

▪数千台のサーバーのサポート

▪ライフサイクル管理の簡素化と自動化を必要としている



HPE Gen11 サーバーを提案する
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HPE は今後も HPE Gen10 Plus サーバーの提供を続けますが、さまざまなワーク ロードに対応する HPE サーバーを位置付けるときは、HPE ProLiant Gen11 サー バーを提案します。そのため、HPE Gen11 サーバーと Gen10 Plus サーバーの違い を認識しておく必要があります。

HPE Gen11 サーバーは、パフォーマンスを重視するお客様向けの設計となっていま すが、このようなお客様は、要求の厳しいワークロードを実行しているか、最新のプ ラットフォームやパフォーマンスに優れたプラットフォームを使用している可能性があ ります。たとえば、AI と機械学習のワークロードでは多くの GPU が必要とされること が少なくありませんが、Gen11 サーバーは HPE Gen10 Plus サーバーと比較して、 サポートするサーバーあたりのハイパフォーマンス GPU の密度が高くなっています。

価格を重視するお客様には Gen10 Plus サーバーを提案しますが、このようなお客 様は通常、トランザクションワークロードを実行しており、電力容量が少なくても問題 ありません。

対象となるワークロードに合ったプラットフォームを「提案する」
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それぞれのお客様に最適なサーバーソリューションを見極めるには、CPU を多用す るのか、メモリを多用するのか、ストレージを多用するのか、ネットワーキングの入出 力処理が中心なのかといった、お客様が実行しているワークロードを把握する必要 があります。パートナー様がワークロードの要件に焦点を合わせられるよう、HPE は、 ハイブリッドクラウド、コンテナ、仮想デスクトップインフラストラクチャ (VDI)、データソ リューション、AI と分析というお客様の一般的なワークロードを特定しました。

ハイブリッドクラウド

ハイブリッドクラウド環境は、1 つまたは複数のプライベートクラウドと 1 つまたは複数 のパブリッククラウドで構成されます。ハイブリッドクラウドでは、お客様がビジネスや ワークロードのニーズに基づいて、どのクラウドにどのワークロードを展開するかを 選択できます。

コンテナ

コンテナは、アプリケーションとその依存関係を 1 つにまとめて環境間で簡単に移行 できるようにします。自給自足のコンテナでは、アプリケーションが 1 つの環境の 1 つ のマシン上で実行できる場合、同じコンテナプラットフォームを使用している限りは、 別の環境の別のマシン上でも動作します。

VDI

仮想デスクトップインフラストラクチャ (VDI) により、企業はデータセンターなどの中心 拠点のサーバーでデスクトップを VM としてホストできます。ユーザーは、リモートデ スクトッププロトコルを使用するクライアントを通じて、これらの仮想化デスクトップに アクセスします。

VDI ソリューションは、デスクトップの一元管理、運用効率、リモートワーカーのサ ポートなどのメリットをもたらします。また VDI ソリューションは、セキュリティの確保と 規制への準拠をサポートし、アプリケーションのパフォーマンスを向上させます。

データソリューション

企業は、ただデータを保存するのではなく、そのデータからビジネス価値を引き出せ るようにする必要があります。データ管理および分析ワークロードでは、お客様が膨 大なデータを管理しながら、そのデータを理解できるようにサポートします。

AI と分析

これらのワークロードには通常、何らかの方法で人知を模倣できるようにする AI が 含まれています。

AI ワークロードには、ML アプリケーションとディープラーニングアプリケーションが含 まれます。ML では、アプリケーションが各種のトレーニングを通じて自らタスクの実 行方法を学習できます。

ワークロードと適切なコンピュートアプリケーションの一致

お客様に最適なサーバーを見つけるには、お客様のワークロードとそれらのワーク ロードを処理するのに適した演算リソースを一致させる必要がありますが、HPE では このスライドに示す HPE ProLiant サーバーを提案することをお勧めしています。た だし、これらの推奨サーバーはあくまで推奨であるということに注意してください。 パートナー様は必ず、それぞれのお客様に固有の要件を評価してからその要件に最 適なサーバーを選択する必要があります。

学習チェック

以下の説明と HPE のセキュリティ機能を正しく組み合わせてください。


	ブート中に稼働してファームウェアがマルウェアに感染しないようにする


	サーバーが安全に製造されるようにする


	サーバーのアイデンティティを検証してハッカーを検出し、サーバーの改 ざんを防ぐ


	HPE iLO6 の検証を特定のストレージコントローラーとネットワークコント ローラーにまで広げる




____ 1. セキュアサプライチェーン

____ 2. ゼロトラストセキュリティ

____ 3. HPE Silicon Root of Trust

____ 4. コンポーネントセキュリティ

学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

以下の説明と HPE のセキュリティ機能を正しく組み合わせてください。


	ブート中に稼働してファームウェアがマルウェアに感染しないようにする


	サーバーが安全に製造されるようにする


	サーバーのアイデンティティを検証してハッカーを検出し、サーバーの改 ざんを防ぐ


	HPE iLO6 の検証を特定のストレージコントローラーとネットワークコント ローラーにまで広げる





 b 1.セキュアサプライチェーン

 c 2.ゼロトラストセキュリティ

 a 3.HPE Silicon Root of Trust

 d 4.コンポーネントセキュリティ



トピック 3: ユースケース例
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このトピックでは、HPE サーバーソリューションのユースケース例に焦点を当てます。

ユースケース例の紹介
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このユースケース例では、あるシニア IT マネージャーが HPE パートナーに連絡して 自社の老朽化したサーバーハードウェアの交換が必要であることを説明します。この シニア IT マネージャーの企業は新規顧客であるため、セールスプロフェッショナルが この企業を調査したところ、顧客関係管理 (CRM) アプリケーションを開発している成 長中の中規模ソフトウェア企業であることがわかりました。

シニア IT マネージャーからこの企業の既存のサーバーの仕様が示されたため、セー ルスプロフェッショナルはすぐに候補となる新しいサーバーについて話し始めることも できましたが、いずれこのお客様の要件の詳細が必要になることをわかっている セールスプロフェッショナルは、「どのような理由があって今サーバーのアップデート が必要なのですか」、「どのような課題が生じていますか」といった自由回答形式の 質問をいくつかします。

その回答として、シニア IT マネージャーは次のように説明します。「最大の問題はパ フォーマンスです。従業員はアプリケーションの処理が遅いと不満を言っており、デー タサイエンティストと開発者からは、いくつかのアプリケーションで AI が使用されてい るため、現在のサーバーの GPU では不十分だという不満が非常に多く聞かれます。 当社はソフトウェア開発企業であるため、開発を遅らせる要因を排除する必要がある のです」。

これに対し、セールスプロフェッショナルは「よくわかりました。現在のサーバーに関し て、他にどのような課題がありますか」と返答します。

そうすると、シニア IT マネージャーからは「そうですね、要望や不満への対応に多く の時間を費やしているように思います。常にそうした声に応えているうえ、開発者が 『24 時間体制で』働いているため、夜間にオフィスに出向いて問題に対応しなければ ならないこともあります」との答えが返ってきます。

そこでセールスプロフェッショナルは、「そのような声は多く耳にしますし、かなりのス トレスではないかとお察しします。他には何かございますか。たとえば、サイバー攻撃 についての懸念はどうでしょうか」と伝えます。

そうするとシニア IT マネージャーは、「そうですね、ほとんどの企業と同じように、当 社も常にサイバー攻撃に不安を感じていますが、すでにそうした脅威に対処するた めのセキュリティプログラムを導入しています」と説明します。

学習チェック

セールスプロフェッショナルはシニア IT マネージャーにどのように対応すればいいで すか。


	従来のセキュリティプログラムでは一般的にファームウェアやサプライ チェーンは保護されないが、HPE ならそうしたギャップの解消をサポートで きるということを説明する。


	お客様がセキュリティに懸念を持っていないと理解し、HPE ProLiant サー バーのその他のメリットを強調する。


	シニア IT マネージャーが考えている以上にセキュリティに懸念を持つべき 理由を説明する。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

セールスプロフェッショナルはシニア IT マネージャーにどのように対応すればいいで すか。


	従来のセキュリティプログラムでは一般的にファームウェアやサプライ チェーンは保護されないが、HPE ならそうしたギャップの解消をサポートで きるということを説明する。


	お客様がセキュリティに懸念を持っていないと理解し、HPE ProLiant サー バーのその他のメリットを強調する。


	シニア IT マネージャーが考えている以上にセキュリティに懸念を持つべき 理由を説明する。




お客様のニーズの要約
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セールスプロフェッショナルは自由回答形式の質問を続け、シニア IT マネージャーに この企業の要件をすべて聞き出そうとします。この企業には、AI のワークロードだけ でなく、データ管理とデータ分析のワークロードもあります。またこの企業のサーバー は高度に仮想化され、ハイブリッドクラウド環境の一部になる予定です。

パフォーマンスの向上を求めていることに加え、シニア IT マネージャーは管理と運用 を簡素化し、(エッジからクラウド、データセンターまでの) 自社の環境をさらに可視化 したいと考えています。また、新しいサーバーのプロビジョニングにかかる時間が懸 念であるとも述べています。そして従来のセキュリティプログラムでは多くの場合に ファームウェア攻撃を検出できないということがわかった今、そうしたセキュリティ ギャップを解消したいと思っています。

HPE のデータ管理および分析ソリューション


[image: image]


データ管理と AI およびデータ分析のワークロードをサポートするソリューションを提 供するときは、それらのワークロードを区別するのが有用となる場合があります。 データ管理のワークロードには、高性能 CPU、大容量ストレージ、大容量メモリが必 要となります。AI およびデータ分析のワークロードにも高性能 CPU と大容量メモリが 必要ですが、お客様は必要に応じてサーバーやストレージを簡単に追加できなけれ ばならないため、より多くの GPU とスケールアウト機能も必要です。

あらゆるワークロードと同じように、HPE は幅広いサーバーソリューションを提供して いますが、すでに説明したように、HPE ProLiant DL345 Gen11 サーバー、ProLiant DL 385 Gen11 サーバー、または ProLiant DL380 Gen10 Plus サーバーを提案す ることをお勧めします。

HPE ProLiant DL345 Gen11


▪コア単位の高いパフォーマンス

▪大容量ストレージ (拡張可能)

▪ソフトウェアライセンスの削減 (シングルソケット)



HPE ProLiant DL385 Gen11


▪最大コア数が多い

▪サポートする GPU の数が最も多い

▪処理能力とメモリ速度が向上



HPE ProLiant DL380 Gen10 Plus


▪データセンターのゴールドスタンダード

▪さまざまなワークロードと環境のサポート

▪増加したストレージ容量と向上したパフォーマンス



HPE GreenLake for Compute Ops Management
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お客様のワークロードを実行するのに最適なサーバーソリューションを見つけること に加え、セールスプロフェッショナルは、お客様のサーバー管理を簡素化するクラウ ドネイティブソリューションとして HPE GreenLake for Compute Ops Management を位置付ける必要があります。

直感的で使いやすい HPE GreenLake for Compute Ops Management は、コン ピュートの管理を最新化します。またどこからでもアクセスできる HPE GreenLake for Compute Ops Management は、エッジからクラウドまでの環境全体のグローバ ルな可視性と有益な情報をお客様にもたらします。管理者は、リモートサイトやエッジ システムからデータセンター、ハイブリッドクラウドまでのあらゆる場所でサーバーの オンボーディング、プロビジョニング、構成を簡単に行うとともに、広範な自動化に よってファームウェアアップデートなどの手動のタスクをなくすことができます。そして ユーザー側では、プロアクティブな通知とシンプルなセルフサービスオプションにより、 数クリックですぐに実行できるワークロードの最適化に関するガイダンスがユーザー に提供されます。

また HPE GreenLake for Compute Ops Management は、自動化によってイノベー ションを加速させ、AI 主導の有益な情報を得られるようお客様をサポートします。AI はバックグラウンドで動作して環境の監視と分析を行い、有益な情報を引き出してわ かりやすい分析の形で提示しますが、管理者はこうしたインテリジェンスを活用する ことでより賢明な判断を下し、最終的にビジネス成果を向上させることができます。

お客様は、HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォームを通じてこのようなクラ ウドネイティブのコンピュート管理ツールにアクセスするため、このプラットフォームで 提供されるその他の HPE GreenLake アプリケーションも導入しやすくなります(HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォームについては、モジュール 5 で詳しく説明 します)。

次のステップ
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HPE のあらゆるソリューションと同じように、HPE ProLiant サーバーも HPE GreenLake でサービスとして利用できます。それではモジュール 5 に進んで HPE GreenLake の詳細を見ていきましょう。


モジュール 5: HPE GreenLake
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モジュール 5: HPE GreenLake

トピック 1: 機会の把握
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トピック 1 では、as a Service ソリューションの導入を後押ししているお客様の課題を 見ていきます。

唯一不変なものは変化
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ここ数年の出来事を検証することで必然的に導き出される結論、それは企業が成功 するためには変化への適応が不可欠ということです。世界規模のパンデミック、長引 くサプライチェーン問題、新しい競合相手の登場、市場のシフトなど、破壊的な変化 をもたらすいかなる事象に対しても、企業は迅速に適応してビジネス目標を調整でき なければなりません。そのため、新たな目標の達成を迅速にサポートできる、柔軟な IT ソリューションが求められています。

契約を勝ち取るには、お客様の成功を支援できなければなりません。すなわち、お客 様が望むビジネス成果の達成を支える、柔軟性とアジリティを備えたソリューションを 提供する必要があります。

企業の注目を集める Everything as a Service


[image: image]


最近は、このような柔軟性とアジリティをもたらす as a Service ソリューションが企業 の注目を集めており、Fortune Business Insights 社の調査によると、グローバルな パンデミックによって (リモートワークフォースのサポートや生産性向上などの) 新た な課題が生じたときに、多くの企業がそうした課題に対応するための as a Service ソ リューションに目を向けるようになりました。その他の企業もビジネスオペレーション の改善、効率の向上、市場での成長の促進を後押しする as a Service ソリューション に注目しており、課題を解決したりビジネスを成長させたりするために as a Service ソリューションを活用する企業が増え続ける中、Fortune Business Insights 社は、as a Service 市場の規模が 2022 年の 5,453 億 5,000 万ドルから CAGR 23.4%のペー スで拡大し、2029 年には 2 兆 3,780 億ドルに達すると予想しています(Fortune Business Insights 社、「Everything as a Service (XaaS) 市場」、2022 年 6 月)。

次に、本文書における as a service 市場の定義について説明します。

市場の定義

本文書において、Everything as a service とは以下を含みます。


▪Software as a service

▪Platform as a service

▪Infrastructure as a service (Microsoft Azure、Google Compute Engine、 AWS、Digital Ocean など)

▪Cybersecurity as a service

▪Hardware as a service

▪Technologies as a service (AI、エッジコンピューティング、IoT など)



成長する市場: 専用 (ローカル) クラウド IaaS
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IDC が説明するように、as a service は「デジタルトランスフォーメーションの重要な 要素」であり、組織が IT をより有効活用して、求めるビジネス成果を達成することを 可能にします。IDC は 2020 年 6 月に、専用ローカルクラウド IaaS (Infrastructure as a service) ソリューションと呼ばれる、新しいタイプのサービスを認定しました。これら のソリューションは基本的に、お客様の社内に展開された、お客様専用のクラウド サービスをそれぞれのお客様に提供します。サービスプロバイダーがインフラストラ クチャを所有し、その展開、メンテナンス、アップデートも行います。

IDC の推計では、企業は 2020 年にこの新たな市場に 1.38 億ドルもの資金を投じて います。しかし、企業だけでなくサービスプロバイダーもローカルクラウド IaaS を利用 しているため、この市場は 2025 年までに 140 億ドル規模にまで急成長する見込み です。(IDC、「The Dedicated (Local) Cloud Infrastructure-as-a-Service Market Will Grow Revenues More Than 100x Over the Next Five Years」、2021 年 7 月)。

HPE は as a Service 計画を達成
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HPE は 2019 年に、お客様が今後ビジネス目標を達成するためには as a service ソ リューションが不可欠になるという認識のもと、「2022 年までにポートフォリオ全体を as a service の形で提供する」という大胆な計画を発表しました。当時この計画の実 現を疑問視する人も少なくありませんでした。HPE の広範なポートフォリオをわずか 3 年で as a service に移行するというのは確かに野心的な目標でした。

HPE はこの計画をどのように成し遂げたのでしょうか。2022 年 6 月に開催された HPE の年次カンファレンスである Discover において、HPE CEO 兼社長の Antonio Neri は「勝利」を宣言しました。そして Neri はそれが「非常に誇らしい瞬間」であった と 述 べ 、 次 の よう に 語 っ て いま す 。 「 お客 様 が ログ イ ン し た 瞬 間 か ら 、HPE GreenLake プラットフォームを通じて HPE が提供するあらゆるサービスに至るまで、 すべてが as a Service のエクスペリエンスになります。これは HPE の歴史における 大きな転換点でした」。

HPE が予測したとおり、この取り組みはお客様の関心を集め、多くのお客様がワー クロードとデータを HPE の優れた as a service ソリューションである HPE GreenLake に移動させつつあります。2022 年 8 月時点で、HPE GreenLake を利用しているお 客様は 6 万 5,000、HPE GreenLake の管理下にあるユーザーは 12 万人、データ 量は 1 エクサバイトに達しています。(CRN、「HPE’s Antonio Neri: A Drive to Go ’ Further and Faster’」、2022 年 8 月 1 日)。

クラウドエクスペリエンスについて理解
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ソリューションポートフォリオ全体を as a service で提供する方法を決定するにあたっ て、HPE が重視したのは、言うまでもなくお客様のニーズです。HPE は多くの企業が 「クラウドファースト」のアプローチを採用しつつあることを承知していました。こうした 企業が目標を達成するためには、「クラウドエブリウェア」のアプローチが必要ですが、

それでは「クラウドエブリウェア」とは何を意味するのでしょうか。ほとんどのお客様は、 クラウドは目的地であり、「外」にあるパブリッククラウドだと考えています。ただし、そ のような単なる目的地としてのクラウドの概念では、今日の企業のニーズには対応 できないため、ここで時間を取ってお客様がクラウドに何を求めているのかを考えて みましょう。

クラウドでは、組織が必要なサービスをセルフサービスのプロセスで必要に応じて取 得できる必要があります。そしてそうしたアジリティが柔軟性を生み出し、企業はその 時点のニーズに合わせて、サービスをスケールアップしたりスケールダウンしたりで きます。

またクラウドの特徴として、特有の経済モデルが挙げられます。企業は、IT リソース を使用したときに、使用した分の料金を支払うだけで済むため、多額の設備費を前 払いするという障害が取り除かれ、その資金を他の領域に回すことができます。最後 に、運用面ではクラウドプロバイダーがインフラストラクチャを管理するため、企業の IT スタッフはその他の革新的なイニシアチブの追求に注力できます。

クラウドとは何かを突き詰めて考えると、それは目的地ではなくエクスペリエンスその ものなのです。

HPE GreenLake はあらゆる場所でクラウドのエクスペリエンスを提供
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HPE は、お客様があらゆる場所でクラウドのエクスペリエンスを求めていることを理 解しています。「as a service」型デリバリは、クラウドをお客様の元に届けるエンジン のようなものです。HPE GreenLake は、事前構成済みのソリューションや個々のお 客様の要件に合わせて完全にカスタマイズされたソリューションを含む、幅広い as a service ソリューションのポートフォリオを用意しています。このように、HPE はお客様 に、セルフサービス、拡張性、従量制課金、そしてサービスプロバイダーによるエッジ からクラウドまでのプラットフォーム全体の管理を提供しています。

エッジ

エッジは、人、デバイス、モノがつながる場所です。エッジでは、システムとセキュアな 接続により、データをソースで分析することが可能になります。こうした新しいインサ イトを利用することで、企業はよりパーソナライズされたエクスペリエンスを実現したり、 新しい製品やサービスを提供したりできます。

HPE GreenLake は、お客様のエッジ拠点にクラウドエクスペリエンス (セルフサービ ス、従量制課金、プロバイダーによる管理) をもたらします。お客様は、エッジ拠点、 コロケーション施設、データセンター、およびハイブリッドクラウド環境における IT 運 用モデルを統一できます。

コロケーション施設/データセンター

HPE は、Equinix、CyrusOne、Digital Realty などのコロケーションパートナーの拠 点で、すべての HPE GreenLake クラウドサービスを提供できます。HPE がスペース を設計してソリューションを実装し、コロケーション拠点で HPE GreenLake サービス を管理しますが、HPE GreenLake クラウドサービスはお客様の管理下に置かれま す。お客様は、ファシリティシステムとテクノロジーを最新の状態に維持できます。一 方で、お客様の IT スタッフはデータセンターの通常業務を管理する必要がなくなり、 イノベーションに注力することができます。また、1 つの契約、1 つの対応窓口、1 つ の請求書でこうしたメリットをすべて得られます。

パブリッククラウド

HPE は、3 大パブリッククラウドプロバイダー (AWS、Microsoft Azure、 および Google Cloud Services) のパブリッククラウド消費モデルを再販できます。皆さんは HPE を、クラウドサービスプロバイダーであると同時に、各ワークロードの最適な配 置についての公平なアドバイザーと位置付けることで、HPE のハイブリッドクラウド管 理サービスを競合商品から差別化できます。

as a Service ソリューションを販売すべき理由
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HPE パートナー様にとって、こうした事実は何を意味するのでしょうか。パートナー様 が as a service ソリューションをまだ販売していない場合は、ビジネスを拡大するた めの新たな機会を得られます。HPE は、パートナー様がお客様のニーズに合った as a service ソリューションを提供するためのサポートが可能です。

またパートナー様が as a service ソリューションをすでに販売している場合は、as a service ビジネスの成長と拡大を支援できます。

学習チェック

クラウドファーストのアプローチではお客様のニーズに対応できないのはなぜですか。


	お客様はすべてのデータをパブリッククラウドに移行する必要があるため。


	お客様はパブリッククラウドサービスの実装をサポートする必要があるた め。


	お客様はパブリッククラウドサービスに対する新たなコミットメントを必要とし ているため。


	お客様はデータにアクセスするあらゆる場所でクラウドエクスペリエンスを 必要としているため。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

クラウドファーストのアプローチではお客様のニーズに対応できないのはなぜですか。


	お客様はすべてのデータをパブリッククラウドに移行する必要があるため。


	お客様はパブリッククラウドサービスの実装をサポートする必要があるため。


	お客様はパブリッククラウドサービスに対する新たなコミットメントを必要とし ているため。


	お客様はデータにアクセスするあらゆる場所でクラウドエクスペリエンスを 必要としているため。




トピック 2: HPE GreenLake ソリューション
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このトピックでは、HPE GreenLake ソリューションについて詳しく説明します。

HPE GreenLake IaaS


[image: image]


次に、パートナー様による as a service ビジネスの構築を、HPE がどのように支援で きるのかを詳しく見ていきます。

HPE では 、 小容量 から 開始 す る必 要 があ るお 客様 向け に GreenLake Infrastructure as a Service (IaaS) ソリューションを提供していますが、このソリュー ションはパートナー様とお客様の双方にとって非常に優れたエントリーポイントとなり ます。パートナー様は、事前定義および事前構成済みの小容量ソリューションをお客 様に提供できるうえ、ニーズの増大やピーク時の要件に応じた容量の拡張も可能で す。そのため as a service 案件の「ランドアンドエクスパンド (新規顧客の獲得と売上 拡大)」が容易になります。お客様がひとたび HPE GreenLake の利便性、柔軟性、 経済性、ビジネス価値を体験すると、それをさらに求めるようになります。パートナー 様は、変更指示を通じて、新たなテクノロジー、新たな拠点、新たなサービスを簡単 に追加できます。このように as a Service ソリューションを段階的に追加して、お客様 の HPE GreenLake 環境を拡張することにより、エッジからクラウドまでをカバーする HPE GreenLake のメリットを最大限に得られます。

パートナー様がこれらのソリューションをより迅速にお客様に提供できるよう、HPE で は見積もりと発注のプロセスを短縮するツールを提供しています。たとえば、HPE GreenLake Quick Quote ツールを使用すると、パートナー様の担当地域で利用可能 な定義済みソリューションを、確定された価格とともに簡単に検索できます。また HPE では HPE GreenLake の契約プロセスを簡素化しており、このプロセスは Distributors Cloud Marketplace を通じて利用可能です。Marketplace は見積もりと 発注のプロセスをスピードアップします。

HPE GreenLake クラウドサービスのカテゴリ
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HPE では、お客様のワークロードを実行する HPE GreenLake クラウドサービスの 広範なポートフォリオも用意しています。本コースの公開時点で、HPE GreenLake ポートフォリオには、コンピュート、ストレージ、ネットワーキングから仮想マシン (VM) やコンテナプラットフォーム、さらには人工知能 (AI)、機械学習、分析などのワーク ロードに特化したクラウドサービスに至るまで、17 のカテゴリにわたる 70 以上のクラ ウドサービスが含まれていました。なお HPE では、HPE GreenLake ポートフォリオ の開発と拡張を継続しているため、今後も新たなクラウドサービスが追加されていき ます。現行のクラウドサービス一覧は、下記の URL でご確認いただけます。

https://www.hpe.com/us/en/greenlake/services.html (英語)

パートナー様の担当地域で提供可能なクラウドサービスについては、PBM にお問い 合わせいただくか、Distributors Cloud Marketplace でご確認ください。

お客様がワークロードを実行するのに必要なソリューションを提供するだけでなく、 HPE はその時間を短縮する HPE GreenLake クラウドサービスを設計し、サイジン グや見積もりの作成を容易にするツールを提供しています。

これらのクラウドサービスのいずれかでお客様の要件を満たせない場合は、お客様 のニーズに合わせて HPE GreenLake ソリューションをカスタマイズできるということ も覚えておいてください。

HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォーム
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HPE は、お客様のクラウドエクスペリエンスを統一し、ハイブリッド環境の構成および 管理に必要なアプリケーションにお客様が簡単にアクセスできるようにしています。 HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォームは、お客様ごとに環境の一元管理 とシングルサインオンを実現します。お客様が認証すると、デバイス、ストレージ、 ネットワーク、サポート、発注を一元管理できるようになります。

デモの視聴、または HPE GreenLake アカウントの作成については、こちらをご覧く ださい。

Aruba Central
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Aruba Central は、エッジにクラウドエクスペリエンスをもたらし、お客様が単一のクラ ウドネイティブなコマンドセンターからネットワークインフラストラクチャ全体を管理でき るようにします。

Data Services Cloud Console
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HPE はお客様がすべてのデータをクラウドに移行できないこと、またそれを望んでい ないことも理解しているため、Data Services Cloud Console は、場所を問わず、 データにクラウドエクスペリエンスを提供します。

このコンソールの重要なサービスの 1 つである Data Ops Manager が、オンプレミス のストレージインフラストラクチャのオーケストレーションを行ってストレージの複雑さ を軽減します。Data Ops Manager では、お客様がワークロードのストレージを即座 にプロビジョニングできるほか、わかりやすいインテントベースのプロセスで他のタス クを実行できます。

HPE GreenLake Compute Ops Management
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HPE GreenLake Compute Ops Management は、手動のタスクを削減しながら、 エッジからクラウドまでのシームレスな as a service のエクスペリエンスによって運用 を簡素化します。


▪ゼロタッチプロビジョニングにより、自動的にサーバーを検出して構成します。

▪コンピュートが行われる場所を問わず、クラウド運用が可能になります。

▪AI 主導のインサイトを提供することで、お客様のイノベーションを加速させます。



HPE GreenLake Central
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HPE GreenLake Central では、お客様が使用率と関連コストの両方をトラッキング でき、パブリッククラウドで発生しやすい予期しないコストを回避できます。

HPE GreenLake の販売において HPE GreenLake Central が果たす重要な役割に ついては、本コースの後半で学習します。

HPE GreenLake のフレキシブルなサービスオプション
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HPE は、パートナー様を念頭に置いて HPE GreenLake を開発しています。パート ナー様は実際、お客様に提供する HPE GreenLake ソリューションの一部として、自 社サービスを組み込むことも可能ですが、これはパートナー様による自社サービス の開発や拡大の支援を目的とするものです。

HPE は、パートナー様が自社サービスを強化するのに利用できるサービスも提供し ています。一例として、HPE Advisory and Professional Services (A&PS) は、幅広 いテクノロジーにわたるコンサルティング、変革、移行、統合サービスを提供すること により、お客様の導入プロセスを促進できます。また HPE GreenLake Management Services は、お客様がクラウドサービスに求める包括的な Managed as a Service のエクスペリエンスを提供します。

そのため、パートナー様は HPE GreenLake を販売するときに、お客様に最適なサー ビスを非常に柔軟に提供できます。最も重要なのは、どのサービスがお客様のニー ズに合っているのかという点であり、その次にどのサービスがお客様にとって最もコ スト効率の高いソリューションなのか、お客様はどのサービスを好むのか、といった 点を検討します。たとえば、パートナー様のサービスをすでに利用しているお客様は、 そのサービスを今後も利用したいと考える可能性があります。またパートナー様の企 業にとって何が最適か、財務面でどのサービスが最も合理的かといったことも検討し ます。

HPE Advisory and Professional Services

パートナー様は、HPE Advisory and Professional Services (A&PS) ポートフォリオ に含まれるアドバイザリサービスや移行サービスでパートナー様自身のサービスを 強化できます。このポートフォリオは、主要なデジタルトランスフォーメーションイニシ アチブやビジネス推進要因に対応した内容となっています。HPE はお客様のデジタ ルトランスフォーメーションを加速させるために、インテリジェントエッジにおけるエク スペリエンスと運用を刷新し、あらゆるアプリケーションとデータにクラウドエクスペリ エンスと運用モデルを提供し、エッジからクラウドに至るまで、あらゆるデータの価値 を引き出すことが可能です。HPE A&PS は、お客様のトランスフォーメーションの道 程における次のステップについてアドバイスを提供し、優先順位の高いイニシアチブ のための計画を策定できます。

HPE GreenLake Management Services

HPE GreenLake Management Services は、負担の大きい最先端の IT 環境の管 理業務を、お客様が必要とするときに必要な場所で請け負うことが可能です。パート ナー様は HPE GreenLake ソリューションのあらゆる領域にわたり、包括的な監視、 運用、管理、最適化、およびほぼ継続的な改善をお客様に提供できます。

HPE はパートナー様の as a Service ビジネスの構築をサポートすること が可能
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パートナー様は、お客様が IaaS、事前定義済みの HPE GreenLake クラウドサービ ス、コロケーション、またはお客様向けにカスタマイズされたソリューションのいずれ を求めているかにかかわらず、HPE GreenLake ポートフォリオを通じてそのニーズ に応えられます。さらに、より包括的なマネージドクラウドエクスペリエンスを提供す るために、パートナー様独自のサービスや HPE のサービスを追加することも可能で す。またお客様のデジタルサービスの計画や実現を支援する、アドバイザリサービス やプロフェッショナルサービスも提供できます。

HPE パートナー様の声


[image: image]


ここで HPE の主張の裏付けとなるパートナー様の声をご紹介しましょう。ある HPE パートナー様は先頃、HPE GreenLake の販売から得られるメリットについて、次のよ うに述べています。

まず最も重要なのは、HPE GreenLake を販売することで、お客様との戦略的な対話 が自然に増えることです。その結果として、お客様の組織内における当社の存在感 が高まり、信頼できるアドバイザーとしてのポジションを確立できました。さらに HPE GreenLake は、当社が、お客様のビジネス優先事項の達成に役立つソリューション の販売に集中することを可能にしてくれます。

ビジネスの観点からは、この事業の開始にあたって資本金や先行投資は必要ありま せん。さらに HPE GreenLake の導入により利益率が向上したことで、より円滑な事 業運営が可能になりました。お客様と単一期間契約を締結することで、当社は継続 的な収益を得られ、その結果として企業価値が高まります。またお客様とのビジネス エンゲージメントの拡大にもつながります。

このように HPE GreenLake は、当社がお客様にユニークなソリューションを提供す ることで、競合他社に差をつけることを可能にしてくれます。またお客様も、市場を リードするために必要なアジリティを獲得して、競合他社との差別化を図ることができ ます。さらに HPE GreenLake を利用する場合、IT の与信要件がお客様の現在の与 信枠に影響しないことも、お客様にとって HPE GreenLake ソリューションを選択する もう 1 つの理由となっています。

学習チェック

以下のプラットフォームまたはサービスとそれがパートナー様とお客様にもたらすメ リットを正しく組み合わせてください。

プラットフォームまたはサービス


	HPE Advisory and Professional Services


	HPE GreenLake Management Services


	Distributors Cloud Marketplace


	HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォーム





____お客様に包括的な as a Service エクスペリエンスを提供する

____パートナー様の担当地域で利用可能なサービスを提示し、見積もりプロセスを スピードアップさせる

____パートナー様自身のサービスを補完可能な、コンサルティングサービスを提供 する

____お客様が自身の環境を一元的に把握できる



答えは次のページにあります。

学習チェックの答え

以下のプラットフォームまたはサービスとそれがパートナー様とお客様にもたらすメ リットを正しく組み合わせてください。

プラットフォームまたはサービス


	HPE Advisory and Professional Services


	HPE GreenLake Management Services


	Distributors Cloud Marketplace


	HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォーム





 b  お客様に包括的な as a Service エクスペリエンスを提供する

 c  パートナー様の担当地域で利用可能なサービスを提示し、見積もりプロセス をスピードアップさせる

 a  パートナー様自身のサービスを補完可能な、コンサルティングサービスを提 供する

 d  お客様が自身の環境を一元的に把握できる



トピック 3: コンサルティングセールスに備える
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次に、HPE GreenLake の販売で必要となるコンサルティングセールスに備える方法 を説明します。

成果ベースのセールス
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as a service ソリューションのセールスにあたっては、成果に重点を置いた戦略的な 会話ができるように準備する必要があります。お客様が達成しようとしている目標を 明確に理解するためには、お客様の状況を深く掘り下げることが大切です。お客様 が目指しているのは収益の拡大でしょうか。それとも、コスト削減や競争力の向上で しょうか。また、そうした目標を掲げているのはなぜでしょうか。お客様の優先事項や 目標を把握するほど、より効果的なセールスが可能になります。

お客様のビジネス課題や目標を十分に理解すれば、HPE GreenLake のビジョンを 訴求し、お客様が必要なタイミングと場所でクラウドのエクスペリエンスを利用できる 仕組みについて説明できるようになります。そのうえで、HPE GreenLake のビジネス 面のメリットとお客様固有の課題や目標を関連付け、HPE GreenLake ソリューション がお客様のあらゆるニーズに対応できることを説明します。

機会を模索する
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HPE GreenLake の販売機会はどこにあると思われますか。メッセージをすぐに聞い てくれるお客様、すなわち既存顧客からセールス活動を始めたいと思うかもしれま せん。顧客リストを見て、有力な候補を探すことができます。最後にそのお客様に連 絡したのはいつですか。その会社の窓口は誰ですか。

社内で他に誰がそのお客様との関係性を有しているかも確認してください。その人物 が接触しているお客様側の担当者が、HPE GreenLake に関心を持つ可能性があり ます。

それぞれのお客様についてわかっていることをリストアップし、その情報を後続の 2 枚のスライドで概説する見込み客の特性と比較します。

見込み客: パブリッククラウドの柔軟性をオンプレミスで求めている
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お客様とクラウド戦略について話し合う中でそのお客様の特性を見極め、HPE GreenLake の販売機会を探ります。オンプレミスソリューションの利点を残しつつ、 パブリッククラウドの柔軟性を得たいと考えている組織に注目してください。ハイブ リッド IT 戦略を採用している組織や、ハイブリッド IT に関心を持っている組織は、特 に有望な見込み客となります。

また多額の先行投資を回避し、資金を手元に残しておきたいと考えている組織も有 望で、こうした組織は使用した IT リソース分の料金のみを支払うことを望んでいます。

ビジネスニーズへの対応の迅速化を目指しており、そのためのサポートを IT に求め ている組織も有望なターゲットとなります。こうした組織は、必要なときにいつでも IT リソースを利用できるように、より短時間でソリューションを展開およびスケールアッ プする方法を求めています。同時に、IT リソースの負荷を軽減して、市場競争に打ち 勝つためのイノベーションに注力させることも望んでいます。

見込み客: ワークロードとデータの「バランスの再調整」を必要としている


[image: image]


企業はワークロードとデータの「バランスの再調整」を必要としていることがあるとい う点にも留意してください。一般的に「バランスの再調整」とは、企業が一部のデータ またはワークロードをパブリッククラウドからオンプレミスに戻すことを意味します。

企業はさまざまな理由でこれを行うことがあります。たとえば、当初のクラウド移行計 画が不十分だったかもしれません。クラウドファーストのアプローチを取っている企業 は、ワークロードの要件を慎重に評価して各ワークロードの最適な実行場所を見極め ることなく、すべてのワークロードをパブリッククラウドに展開し始めていた可能性があ り、一部のデータをオンプレミスに残すと、クラウドのワークロードでレイテンシが生じ ることがあります。この場合、企業はオンプレミスにワークロードを移すことで、レイ テンシを削減してパフォーマンスを向上させたいと考えるかもしれません。また他のお 客様は、法令を遵守したり高額のイーグレスコストを回避したりするために、パブリッ ククラウドにあったデータをオンプレミスに移動しなければならないことがあります。

ワークロードやデータをオンプレミスに移行する最大の要因は、イーグレスコスト (パ ブリッククラウド内でデータを移動するコスト、またはそのデータをオンプレミスにダ ウンロードするコスト) にあると見て間違いありません。NASA の失敗は、こうしたコス トを見落とすことの危険性を示しています。2025 年までに、Earth Science Data and Information System のプロジェクトで 247 ペタバイトのデータを保存する必要がある と予測した NASA は、そのデータをパブリッククラウドに保存する計画を立てました。 しかし、NASA がコストを見積もったとき、最初はイーグレスコストを考慮に入れてい ませんでした。内部監査を行ったところ、イーグレスコストだけで「2025 年までに年間 およそ 3000 万ドル」のコストが発生することがわかりました。ほとんどの企業は、こ れほど多くのデータを保存することも、こうしたイーグレスコストを負担することもあり ませんが、NASA の経験から、イーグレスコストが見落とされやすく、企業の利益に 悪影響を及ぼす可能性があることが明らかになりました。

HPE GreenLake の成功事例の研究
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HPE GreenLake について見込み客に初めて説明する準備をする際は、実際に HPE GreenLake を利用しているお客様の成功事例を紹介できるようにしておきます。 HPE GreenLake の成功事例を少なくとも 3 つ用意しておくことをお勧めします (こう した事例は「ポケットストーリー」とも呼ばれます)。HPE GreenLake の見込み客に、 見込み客が抱える課題やビジネス目標について話すとき、こうした「ポケットストー リー」を利用すれば、他のお客様が HPE GreenLake によって同様の課題をどのよう に解決したか説明できます。

HPE GreenLake ソリューションのセールスに初めて取り組むパートナー様の場合は、 自社のポケットストーリーが集まるまでに時間がかかると思われます。当面はこちら をクリックしていただき、共有可能な成功事例をご利用ください。

課題に関する「ポケットストーリー」
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HPE ワールドワイド GreenLake 事業開発マネージャーである Kevin Dueck が、自 身の「ポケットストーリー」の 1 つを紹介しています。それによると、急な追加容量の 要求に対するお客様の対応方法が、HPE GreenLake によって大きく変わりました。

「HPE GreenLake を利用する前は、よく CEO が金曜に新しいプロジェクトのアイデ アを出し、月曜までにローンチに必要な容量を確保するよう IT 部門に求めていまし た。IT 部門は、週末の間に『シェルゲーム』と呼ばれるごまかしをして、必要な容量の 確保に奔走しなければなりませんでした。何時間もかけてデータをあちこちに移動さ せ、テープなどにアーカイブするのが大変でした」。

「このケースでは、お客様はオーバープロビジョニング状態になってはいませんでし たが、何とか間に合うタイミングで容量を購入しようとしていました。しかし手元に十 分な容量がないこと、そして調達サイクルが長期間にわたることが、プロジェクトと市 場投入までの時間に悪影響を及ぼしていました」。

「HPE GreenLake によってこの問題を解決すれば、IT 部門が必要なタイミングで容 量を拡張できるようになります。もう残業する必要もありません」。

このようなストーリーを集めながら、HPE GreenLake 独自の価値をお客様に合わせ てカスタマイズします。

学習チェック

どのお客様が HPE GreenLake ソリューションに「適していますか」(4 つ選択してくだ さい)。


	一般的にオーバープロビジョニング状態になっているが、使用した分だけ の料金を支払う方法を求めているお客様。


	クラウドのアジリティを実現したいものの、データはオンプレミスに維持した いと考えているお客様。


	すでに保有しているソリューションより安価であることが保証されたソリュー ションを求めているお客様。


	調達サイクルが長く、新たな需要に対応できないことに悩んでいるお客様。


	ストレージ環境のシンプルなアップグレードを希望しており、そのための予 算を確保しているお客様。


	ビジネスニーズにすばやく対応するとともに、IT リソースの負荷を軽減して 他のプロジェクトに振り向けたいと考えているお客様。




学習チェックの答えは、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

どのお客様が HPE GreenLake ソリューションに「適していますか」(4 つ選択してくだ さい)。


	一般的にオーバープロビジョニング状態になっているが、使用した分だけ の料金を支払う方法を求めているお客様。


	クラウドのアジリティを実現したいものの、データはオンプレミスに維持した いと考えているお客様。


	すでに保有しているソリューションより安価であることが保証されたソリュー ションを求めているお客様。


	調達サイクルが長く、新たな需要に対応できないことに悩んでいるお客様。


	ストレージ環境のシンプルなアップグレードを希望しており、そのための予 算を確保しているお客様。


	ビジネスニーズにすばやく対応するとともに、IT リソースの負荷を軽減して 他のプロジェクトに振り向けたいと考えているお客様。




まとめ
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HPE GreenLake にはコンサルティングセールスのアプローチが必要となるため、お 客様が何を求めているのかを丁寧に聞き出す必要があります。HPE GreenLake ワ ー ル ドワ イ ドセー ル ス の Doug Swann は次 のよう に 説 明し ま す 。 「HPE GreenLake の契約を勝ち取るにはまず、お客様の業務要件を把握しなければなりま せん。それによって初めて、HPE GreenLake サービスの提案方法を見直し、解決し ようとしている課題と提案するお客様に合わせてメッセージをカスタマイズすることが 可能になります」。

HPE は、皆さんのセールス活動に役立つリソースを幅広く用意しています。HPE GreenLake Sales Plays を使用することから始めるとよいかもしれません。[リソース] タブをクリックすると、このような HPE GreenLake の販売に役立つリソースやその他 のツールへのリンクが表示されます。

コースの修了


[image: image]


おつかれさまでした。以上で本コースは修了となります。
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	HPEのソリューションの詳細については、
www.hpe.com (英語) をご覧ください。

© 2023 Hewlett Packard Enterprise Development LP.本書の内容は、将来予告なく変更されることがあります。ヒューレット・パッカード エンタープライズ製品およびサービスに対する保証については、当該製品およびサービスの保証規定書に記載されています。本書のいかなる内容も、新たな保証を追加するものではありません。本書の内容につきましては万全を期しておりますが、本書中の技術的あるいは校正上の誤り、省略に対しては責任を負いかねますのでご了承ください。
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